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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
議
会
は
９

日
、
米
国
籍
が
な
く
て
も
米
国

永
住
権
︵
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
︶

保
持
者
ま
た
は
米
国
で
の
就
労

を
許
可
さ
れ
て
い
る
Ｎ
Ｙ
市
在

住
者
に
、
市
長
選
や
市
議
選
な

ど
市
政
関
連
選
挙
へ
の
投
票
権

を
与
え
る
条
例
案
を
賛
成
多
数

で
可
決
し
た
。

　

デ
ブ
ラ
シ
オ
市
長
は
署
名
す

る
意
向
で
成
立
は
確
実
視
さ
れ

て
い
る
。
対
象
は
80
万
か
ら

１
０
０
万
人
ほ
ど
に
な
る
と
見

ら
れ
て
い
る
。
採
決
で
は
賛
成

が
33
人
、
反
対
が
14
人
、
棄
権

が
２
人
だ
っ
た
。

　

非
米
国
籍
者
に
も
投
票
権
が

あ
る
の
は
バ
ー
モ
ン
ト
州
や
メ

リ
ー
ラ
ン
ド
州
な
ど
に
あ
る
小

さ
な
自
治
体
で
、
サ
ン
フ
ラ
ン
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令
和
３
年
︵
２
０
２
１
年
︶

秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、
旭
日
大

綬
章
を
受
章
し
た
キ
ャ
ロ
ラ
イ

ン
・
ブ
ー
ヴ
ィ
エ
・
ケ
ネ
デ
ィ

元
駐
日
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
使

へ
の
叙
勲
伝
達
式
が
８
日
夕
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
・
大
使

公
邸
で
行
わ
れ
、
山
野
内
勘
二

大
使
か
ら
勲
章
と
賞
状
が
手
渡

さ
れ
た
。

　

ケ
ネ
デ
ィ
大
使
は
、
平
成
25

年
11
月
に
史
上
初
の
女
性
駐
日

米
国
大
使
と
し
て
赴
任
し
、
約

３
年
間
の
在
任
期
間
中
に
多
く

の
歴
史
的
要
人
往
来
を
成
功
さ

せ
た
ほ
か
、
35
都
道
府
県
を
訪

問
し
て
市
民
と
の
交
流
を
行
う

な
ど
、
日
本
国
民
の
幅
広
い
層

と
の
関
係
を
積
極
的
に
構
築

し
、
日
米
両
国
の
友
好
親
善
や

相
互
理
解
の
増
進
に
大
き
く
貢

献
し
た
。
在
任
期
間
中
、
ケ
ネ

デ
ィ
さ
ん
は
、
東
日
本
大
震
災

被
災
地
の
復
興
支
援
、
日
米
安

全
保
障
体
制
強
化
及
び
在
日
米

軍
再
編
問
題
へ
の
取
組
、
オ
バ

マ
大
統
領
に
よ
る
広
島
訪
問
･

安
倍
総
理
に
よ
る
真
珠
湾
訪

問
、
女
性
活
躍
の
促
進
等
の
活

動
に
尽
力
し
、
駐
日
大
使
離
任

後
も
日
米
間
の
文
化
交
流
促
進

の
活
動
を
続
け
て
い
る
。 

叙勲の喜びを語るケネディ元駐日米国大使（8 日、写真提供・NY 日本総領事館）

日
米
相
互
理
解
に
貢
献

ケ
ネ
デ
ィ
元
駐
日
米
国
大
使
に
旭
日
大
綬
章
を
Ｎ
Ｙ
で
伝
達

シ
ス
コ
市
も
教
育
委
員
会
選
挙

の
み
で
あ
る
。
イ
リ
ノ
イ
州
、

メ
イ
ン
州
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
州
の
い
く
つ
か
の
自
治
体
で

も
制
定
の
動
き
が
あ
る
が
、
Ｎ

Ｙ
市
︵
人
口
８
８
０
万
人
︶
と

い
う
大
都
市
で
の
制
定
は
米
国

初
と
な
る
。

　

今
回
可
決
さ
れ
た
条
例
案
第

１
８
６
７
８
号
で
は
、
①
米
国

に
お
け
る
合
法
的
な
永
住
者
ま

た
は
米
国
で
の
就
労
を
許
可
さ

れ
て
い
る
、
②
30
日
以
上
連
続

し
て
Ｎ
Ｙ
市
に
居
住
し
て
い

る
、
③
年
齢
な
ど
米
国
市
民
権

以
外
の
有
権
者
登
録
に
係
る
資

格
を
す
べ
て
満
た
し
て
い
る
ー

の
３
つ
す
べ
て
を
満
た
す
外
国

人
に
は
、
Ｎ
Ｙ
市
選
挙
管
理
委

員
会
の
有
権
者
登
録
を
行
う
こ

と
が
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
三
つ
を
満
た
し
た
外
国

人
に
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の

市
長
、
会
計
検
査
官
、
市
政
監

督
官
、
区
長
、
市
議
会
議
員
に

関
す
る
予
備
選
挙
、特
別
選
挙
、

一
般
選
挙
、
決
選
投
票
の
す
べ

て
に
お
い
て
投
票
権
が
付
与
さ

れ
る
。
こ
れ
に
は
日
本
国
籍
を

持
っ
て
い
る
米
国
永
住
権
保
持

者
は
も
ち
ろ
ん
、
日
本
の
駐
在

員
な
ど
も
対
象
と
な
る
と
見
ら

れ
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
あ
く

ま
で
市
の
条
例
で
あ
り
、
州
や

連
邦
の
選
挙
に
お
け
る
投
票
権

は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

　

外
国
人
有
権
者
の
登
録
は
1

年
後
の
２
０
２
２
年
１
２
月
９

日
か
ら
開
始
さ
れ
、
登
録
者
は

２
０
２
３
年
１
月
９
日
以
降
の

Ｎ
Ｙ
市
政
関
連
選
挙
で
投
票
が

可
能
と
な
る
。
米
国
市
民
有
権

者
と
同
じ
投
票
所
で
投
票
す

る
。
有
権
者
登
録
用
紙
は
、
ス

ペ
イ
ン
語
、
ベ
ン
ガ
ル
語
、
韓

国
語
、
中
国
語
の
翻
訳
版
も
作

成
さ
れ
る
。
ま
た
、
Ｎ
Ｙ
市
政

関
連
の
政
党
に
登
録
す
る
こ
と

も
で
き
る
。

 

実
施
に
際
し
、
公
職
者
が
委

員
長
を
務
め
、
市
長
が
任
命
す

る
２
名
の
委
員
と
議
長
が
任

命
す
る
２
名
の
委
員
で
構
成
さ

れ
る
諮
問
委
員
会
が
新
設
さ
れ

る
。
諮
問
委
員
会
は
、
年
に
２

回
以
上
の
会
合
を
開
催
し
、
勧

告
を
行
い
、
毎
年
報
告
書
を
公

表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
条
例
に
は
反
対
の
声
も
あ

り
一
部
の
共
和
党
の
Ｎ
Ｙ
市
議

が
条
例
差
し
止
め
の
訴
訟
を
起

こ
す
方
針
だ
が
、
法
律
の
専
門

家
に
よ
れ
ば
Ｎ
Ｙ
州
憲
法
で
は

非
市
民
の
投
票
を
明
示
的
に
禁

止
は
し
て
い
な
い
と
い
う
。

永
住
者
に
も
投
票
権

市
長
選
挙
な
ど
市
政
関
連
選
挙
NY 市議会可決

http://www.nyseikatsu.com
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 EVENT　 
■ DECO BOKO ホリデーマーケット＝
12/10 〜 24　11:00 〜 18:00　NowHere（40 
Wooster St.）日本人デザイナーや日本ブラ
ンドのホリデーポップアップストアがソー
ホーのギャラリーで開催。ホームグッズ、
アパレル、アパレル小物、文具、陶器、アー
トなど約 20 ブランドが出店。11 日・18
日の土曜には午後５時からナイトマーケッ
トも行われる。月・火曜休み。
■ホリデー・トレインショー＝ 2022/1/23
ま で　New York Botanical Garden（2900 
Southern Blvd.）ブロンクスにある NY 植
物園の温室内にミニチュアの NY の観光名
所が作られ、その中を模型列車が走る恒例
のトレインショー。現在、園内の木々は紅
葉真っ盛りで晩秋の散歩が楽しめる。入場
料 : オールガーデンパスは一般 $30、学生・
シニア $28、子供 $15、2 歳以下無料。詳
細は https://www.nybg.org

ONLINE CLASS/SEMINAR　 
■セミナー「日米の視点から見る 患者と
医師の関係」＝ 12/17　20:30　乳がん・卵
巣がん・子宮がん患者支援団体 Japanese 
SHARE が主催する、医療従事者・患者対
象セミナーだが一般も参加可能。米国の医
療現場で働く医療従事者に、患者と向き合
うときの考え方や環境の違い、システムが
引き起こす治療への影響などを聞き、改善
のヒントを提案する。日本人医師や看護師
が参加。参加費無料。
詳細は https://sharejp.
■セミナー「がん哲学外来〜患者をとり
まく心のケア 2021 〜」＝ 12/18　20:00　
乳がん・卵巣がん・子宮がん支援団体
Japanese SHARE 主催。講師は、一般社
団法人がん哲学外来理事長で、順天堂大学
医学部病理・腫瘍学教授の樋野興夫（ひの・
おきお）医師。治療中の患者とサバイバー、
ケアギバー（パートナー、親、子供など）
から寄せられた不安や質問にアドバイスす
る。参加費無料。詳細はウェブサイト
https://sharejp.org/schedule/2021/12/18

MUSIC
■メトロポリタンオペラ「ホリデー・マジッ
ク」＝ 2022/1/5 まで　メットオペラがホ
リデーシーズンを祝いファミリー向けの２
つの特別公演「シンデレラ」と「魔笛」を

上演。両作品とも英語上演で、シンデレラ
は１時間半、魔笛は２時間の要約版なので、
子供も含めて家族全員で楽しめる演目だ。
週末はマチネ公演もある。入場料 :$30 〜
$220。５〜 11 歳も要ワクチン接種証明。
詳細は https://www.metopera.org

THEATRE/DANCE
■ ク リ ス マ ス・ ス ペ ク タ キ ュ ラ ー ＝
2022/1/2まで　Radio City music Hall（1260 
Avenue of the Americas）華やかな衣装と
女性ダンサー「ロケッツ」によるラインダ
ンスが有名な 90 分のショー。昨年は 1933
年の初公演以来初めて中止されたが、NY
のホリデーシーズンを代表するショーが 2
年振りに復活した。1 日 1 〜 4 公演を上演
する。入場料 : ＄49 〜。詳細は
https://www.rockettes.com/christmas/

ART
■ Yuko K. 作品展「SOHO 2020」＝ 12/16
日 〜 30 日　Mulberry Street Library （10 
Jersey St）昨年、ジョージフロイド氏の
事件をきっかけに起きた暴動の時期にソー
ホーにある高級ブティック店のショーウイ
ンドーを覆った板の上などに描かれた、人
種差別に対するメッセージを含むグラフィ
テイーを紹介した写真展。入場無料。日曜
休館。詳細は
https://www.nypl.org/locations/mulberry-
street
■アンディ・ウォーホルの写真展「Andy 
Warhol Photo Factory」 ＝ 2022/1/30 ま で　
Fotografi ska（281 Park Ave）代表作であ
るシルクスクリーン作品・肖像画など 120
点以上を展示し、ウォーホルの人生と仕事
の内側を紹介する。自身の創作過程や友人
たち、出版物のために制作したポラロイド
のコラージュもある。入場料 : 一般 26 ドル、
学生・シニア 16 ドル、会員・６歳以下は
無料。詳細は https://www.fotografi ska.com
■ デ ィ オ ー ル の 展 覧 会「Christian Dior: 
Designer of Dreams」 ＝ 2022/2/20 ま で　
Brooklyn Museum（200 Eastern Parkway）
ディオールがブランドを設立した 20 世紀
初頭までさかのぼり、資料や商品とともに
ハイファッションの歴史を探る展示。200
点以上のオートクチュール、写真、映像、
スケッチ、ビンテージの香水、アクセサリー
などを見ることができる。入場料 : 一般
$25、学生・シニア $16、４〜 12 歳 $10、
3 歳以下・会員無料。詳細は https://www.
brooklynmuseum.org/　■棟方志功展覧会

「 板 極 道 」 ＝ 12/10 〜 2022/3/20　Japan 
Society（333 E47th St.）米国最大の棟方
コレクションである JS の貴重品を元に構
成。木版画、書道、水彩画、リトグラフや
陶芸など、100 点以上の所蔵作品を紹介す
る。入場料 : 一般 $12、シニア・学生 $10。
詳細は https://www.japansociety.org/

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
︵
Ｊ
Ｓ
︶・
ギ
ャ
ラ
リ
ー

は
、
棟
方
志
功
︵
１
９
０
３
〜

１
９
７
５
︶
の
１
０
０
点
に
及

ぶ
作
品
を
紹
介
す
る
展
覧
会

﹁
棟
方
志
功—

板
極
道—

﹂︵
む

な
か
た
し
こ
う—

ば
ん
ご
く
ど

う—

︶
を
12
月
10
日 (

金
︶
か

ら
来
年
３
月
20
日
︵
日
︶
ま
で

開
催
し
て
い
る
。
米
国
最
大
の

棟
方
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
Ｊ

Ｓ
の
貴
重
な
所
蔵
品
を
も
と
に

構
成
さ
れ
た
本
展
は
、﹁
世
界

の
ム
ナ
カ
タ
﹂
と
名
を
と
ど
ろ

か
せ
た
木
板
画
だ
け
で
な
く
、

書
道
、
墨
絵
、
水
彩
画
、
リ
ト

グ
ラ
フ
や
陶
芸
な
ど
幅
広
い
作

品
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
20

世
紀
を
代
表
す
る
想
像
力
豊
か

な
芸
術
家
で
あ
る
棟
方
の
魅
力

に
今
一
度
焦
点
が
当
て
ら
れ

る
。

　

展
覧
会
の
デ
ザ
イ
ン
は
建
築

事
務
所
Ｍ
Ａ
Ｏ
が
担
当
。
棟
方

は
１
９
０
３
年
青
森
県
生
ま

れ
。
白
黒
板
画
や
、
自
由
で
ス

ケ
ッ
チ
の
よ
う
な
作
風
で
知

ら
れ
る
木
板
画
の
世
界
的
巨

匠
。
ス
イ
ス
の
ル
ガ
ノ
第
2
回

国
際
版
画
展
︵
１
９
５
２
年
︶

や
第
28
回
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
・

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
︵
１
９
５
６

年
︶
、
名
誉
勲
章
︵
１
９
６
３

年
︶
、
文
化
勲
章
︵
１
９
７
０

年
︶
を
受
賞
。
入
場
料
は
一

般
12
ド
ル
、
シ
ニ
ア
・
学
生

10

ド

ル
。

チ

ケ

ッ

ト

購

入

は 

ボ
ッ
ク
ス
オ
フ
ィ
ス
電
話

２
１
２
・
７
１
５
・
１
２
５
８
ま

で
。
開
館
時
間
は
木
曜
日
〜
日

曜
日
の
正
午
〜
午
後
6
時
。

w
w

w
.japansociety.org

棟
方
志
功
展
始
ま
る

ジ
ャ
パ
ン
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
で

来
年
３
月
20
日
ま
で

　

紐
育
︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
︶
男

声
合
唱
団
の
第
20
回
記
念
の
定

期
演
奏
会
が
11
日
夕
、
マ
ン
ハ

ッ
タ
ン
の
ア
ッ
パ
ー
イ
ー
ス
ト

サ
イ
ド
に
あ
る
教
会
で
行
わ
れ

た
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止

と
な
っ
た
の
で
２
年
ぶ
り
の
開

催
。 

演
奏
会
冒
頭
、
来
場
者

と
共
に
、
前
日
10
日
の
夜
か
ら

11
日
の
朝
に
か
け
て
中
西
部
で

発
生
し
大
き
な
被
害
を
出
し
た

竜
巻
の
犠
牲
者
に
黙
祷
し
、
弔

意
を
捧
げ
た
。

　

演
奏
は
、﹁
フ
ィ
ン
ラ
ン
デ

ィ
ア
﹂
の
原
語
で
の
演
奏
を
皮

切
り
に
、
第
一
部
で
男
声
合
唱

の
愛
唱
歌
4
曲
、
第
二
部
は
指

揮
者
の
山
内
竜
志
に
よ
る
、
日

本
の
歌
謡
曲
の
男
声
四
部
合
唱

の
ア
レ
ン
ジ
を
4
曲
披
露
し

た
。
第
3
部
の
ゲ
ス
ト
演
奏

者
、
ジ
ャ
ズ
ト
リ
オ
の
演
奏
を

経
て
、
最
後
の
第
4
部
で
は
紐

育
男
声
合
唱
団
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

組
曲
﹁
故
郷
﹂
の
中
か
ら
第
2

楽
章
の
﹁
帰
郷
﹂
を
演
奏
し
、

男
声
合
唱
組
曲
﹁
月
光
と
ピ
エ

ロ
﹂の﹁
月
夜
﹂、﹁
秋
の
ピ
エ
ロ
﹂

を
3
曲
を
披
露
し
た
。
ア
ン
コ

ー
ル
は
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
を

交
え
な
が
ら
、
最
後
は
ジ
ャ
ズ

ト
リ
オ
と
文
部
省
唱
歌
の
﹁
ふ

る
さ
と
﹂
を
共
演
し
て
、
合
計

15
曲
の
演
奏
を
終
え
た
。

紐育男声合唱団
第20回定期演奏会開く

https://www.metopera.org
https://www.rockettes.com/christmas/
https://www.nypl.org/locations/mulberry-street
https://www.fotografika.com
https://www.japansociety.org/
https://www.nybg.org
https://sharejp
https://sharejp.org/schedule/2021/12/18
http://www.japansociety.org
http://www.japansociety.org
http://www.japansociety.org
https://www.bozubrooklyn.com/
https://www.brooklynmuseum.org/
https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
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日
本
の
お
笑
い
芸
人
で
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
で
も
あ
る
西
野

亮
廣
の
絵
本
﹃
え
ん
と
つ
町
の

プ
ペ
ル
﹄
の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

版
﹁Poupelle of C

him
ney 

T
ow

n

﹂
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
劇

場
公
開
が
12
月
31
日
︵
金
︶
に

決
定
し
た
。

　

会
場
は
Ａ
Ｍ
Ｃ
エ
ン
パ
イ
ア

25
︵
西
42
丁
目
２
３
４
番
地
、

７
番
街
と
８
番
街
の
間
︶。
上

映
開
始
時
間
な
ど
は
映
画
館
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
参
照
。

上
映
時
間
は
１
時
間
40
分
。
劇

場
上
映
に
合
わ
せ
、
原
作
・
脚

本
の
西
野
亮
廣
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
を
訪
れ
る
。

　

絵
本
は
累
計
70
万
部
以
上
を

売
り
上
げ
て
お
り
、
自
身
が
製

作
総
指
揮
を
務
め
た
同
名
映
画

は
、国
内
で
１
７
０
万
人
動
員
、

し
て
い
る
。

　

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
大
江

千
里
が
31
日
︵
金
︶
午
後
10
時

か
ら
と
午
後
11
時
30
分
の
２
セ

ッ
ト
で
２
年
ぶ
り
と
な
る
大
晦

日
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ブ

を
ト
ミ
ジ
ャ
ズ
︵
東
53
丁
目

２
３
９
番
地
、
２
番
街
と
３
番

街
の
間
︶
で
開
催
す
る
。

　

大
江
は
今
年
、
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
中
に
ひ
と
り
で
作
っ
た
デ
ジ

タ
ル
の
斬
新
な
ジ
ャ
ズ
ア
ル
バ

ム
﹁Letter to N

.Y
.

﹂
を
リ

リ
ー
ス
、
イ
ベ
ン
ト
が
解
禁
さ

れ
た
全
米
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
で

演
奏
す
る
な
ど
、
積
極
的
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
。
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
ラ
イ
ブ
は
世
界
同
時
配

信
の
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
︵
視
聴

料
20
ド
ル
︶
も
午
後
11
時
30
分

か
ら
元
旦
午
前
０
時
30
分
ま
で

行
う
。
大
江
は
﹁
最
高
の
カ
ウ

ン
ト
ダ
ウ
ン
を
お
届
け
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
一
緒
に
！
﹂
と
話

し
て
い
る
。

　

ラ
イ
ブ
の
入
場
料
、
ス
ト
リ

ー
ミ
ン
グ
の
購
入
方
法
は
ト

ミ
ジ
ャ
ズ
の
Ｈ
Ｐ
︵https://

w
w

w
.tom

ijazz.com
dc

︶

に
て
近
日
中
に
掲
載
さ
れ
る
の

で
要
予
約
。

大江千里が 31 日
カウントダウンライブ

マンハッタントミジャズで 2 セット

　

ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ

ー
︵
Ｊ
Ｓ
︶
舞
台
公
演
部
は
１

月
14
日
︵
金
︶
と
15
日
︵
土
︶

の
両
日
、
午
後
７
時
30
分
か

ら
﹁
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
・
ダ

ン
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
：
日

本
と
東
ア
ジ
ア
﹂
を
Ｊ
Ｓ
館

内
︵
47
丁
目
３
３
３
番
地
︶
で

上
演
す
る
。
Ｊ
Ｓ
芸
術
監
督
の

塩
谷
陽
子
に
よ
り
厳
選
さ
れ
た

革
新
的
且
つ
完
成
度
の
高
い
ダ

ン
ス
作
品
を
日
本
、
台
湾
、
韓

国
か
ら
１
作
品
ず
つ
招
い
た
。

斬
新
な
作
品
を
楽
し
め
る
。
・

﹃C
om

plem
ent

﹄
︵
韓
国
︶
・

﹃T
ouchdow

n

﹄
︵

台

湾

︶
・

﹃
阿
吽
山
水
︵A

 H
U

M
 SA

N
 

SU
I

︶
﹄
︵
日
本
︶
チ
ケ
ッ
ト
料

金
は 

一
般
30
ド
ル
／
Ｊ
Ｓ
会

員
25
ド
ル
。
問
い
合
わ
せ
は
電

話
２
１
２
・
７
１
５
・
１
２
５
８

︵
月
〜
金
の
午
前
９
時
〜
午
後

５
時
︶
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

w
w

w
.JapanSociety

.org/
perform

ingarts

現代ダンス祭り
日本と東アジアテーマ

JSで1月14、15日

詳細はウェブサイト https://www.amctheatres.com/movie-theatres/new-york-city/amc-empire-25

えんとつ町の
プペルNYで上映

12
月
31
日
42
丁
目
の

Ａ
Ｍ
Ｃ
エ
ン
パ
イ
ア
で

https://www.tomijazz.comdc
http://www.JapanSociety.org/performingarts
https://www.amctheatres.com/movie-theatres/new-york-city/amc-empire-25
http://panyabakeryny.com/
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恥
ず
か
し
い
こ
と
で
す
が
、

書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
自

分
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
失
敗
の

こ
と
で
す
。
失
敗
談
を
書
く
こ

と
は
忍
び
な
い
で
す
が
、
人
間

は
他
人
の
こ
う
い
う
こ
と
や
、

痛
い
話
が
ど
ん
な
酒
の
つ
ま
み

よ
り
も
﹁
お
い
し
い
﹂
と
感
じ

る
よ
う
で
す
の
で
、
た
ま
に
は

書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
11
月
か
ら
﹁
障

害
支
援
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
﹂
を

大
阪
市
港
区
に
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
少
人
数
の
小
さ
な
施
設
で
、

港
区
役
所
か
ら
徒
歩
３
分
の
道

路
の
舗
装
も
ま
ま
な
ら
な
い
細

い
路
地
の
一
角
に
あ
る
昭
和
37

年
に
建
て
ら
れ
、
リ
フ
ォ
ー
ム

を
繰
り
返
さ
れ
た
２
階
建
て
の

旧
ア
パ
ー
ト
で
す
。
介
護
職
や

福
祉
関
係
者
向
け
の
内
覧
会

は
も
ち
ろ
ん
行
い
ま
し
た
が
、

﹁
こ
こ
、
な
ん
だ
ろ
う
？
﹂﹁
施

設
だ
か
ら
怖
い
﹂
と
い
う
イ
メ

失
敗
か
ら
学
ぶ
、
職
員
の
意
識
改
革

ー
ジ
を
払
拭
し
て
も
ら
う
た
め

に
地
域
の
子
供
達
や
一
般
の
皆

さ
ん
の
た
め
に
も
開
放
し
ま
し

た
。
累
計
で
１
０
０
人
以
上
の

方
に
た
っ
た
50
平
方
メ
ー
ト
ル

の
敷
地
に
集
ま
っ
て
い
た
だ

き
、
一
部
の
職
員
に
は
﹁
手
や

顔
が
い
く
つ
あ
っ
て
も
足
ら
な

い
く
ら
い
で
、
聖
徳
太
子
に
な

っ
た
よ
う
に
忙
し
か
っ
た
﹂
と

い
う
嬉
し
い
感
想
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
行
き
着

く
た
め
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
特

別
な
難
し
さ
が
あ
り
ま
し
た
。

﹁
福
祉
だ
か
ら
特
別
﹂
と
い
う

の
は
お
こ
が
ま
し
い
で
す
が
、

専
門
職
だ
か
ら
と
か
、
ベ
テ
ラ

ン
だ
か
ら
と
か
い
う
の
が
こ
の

特
別
感
を
さ
ら
に
浮
き
彫
り
に

さ
せ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
上
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク

︵
失
敗
︶
で
す
。

　

た
っ
た
５
人
の
職
員
が
そ
れ

ぞ
れ
に
﹁
会
社
の
た
め
に
﹂﹁
イ

ベ
ン
ト
成
功
の
た
め
に
﹂﹁
地

域
の
た
め
に
﹂
行
動
し
て
い
る

こ
と
は
間
違
い
な
く
伝
わ
っ
て

き
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
み

ん
な
微
妙
に
、
小
さ
な
ほ
こ
ろ

び
を
持
っ
た
ま
ま
来
客
対
応
や

業
務
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
２

日
目
に
、
私
は
こ
の
違
和
感
に

﹁
今
回
だ
け
か
な
﹂
と
か
﹁
こ

の
メ
ン
バ
ー
だ
か
ら
か
な
﹂
と

看
過
し
そ
う
に
な
り
ま
し
た

が
、
念
の
た
め
終
礼
時
に
そ
の

点
を
注
意
す
る
と
、
全
員
が
了

解
し
て
く
れ
ま
し
た
。
普
通
な

ら
︵
こ
の
﹁
普
通
﹂
が
何
か
は

と
も
か
く
︶、
全
員
が
こ
の
改

善
指
示
を
受
け
入
れ
て
進
め
る

べ
き
だ
と
私
は
思
っ
て
い
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
私
は
３
日
目

に
も
違
和
感
に
気
づ
き
ま
し

た
。
も
の
わ
か
り
の
い
い
専
門

職
集
団
に
見
え
る
し
、
ア
イ
デ

ィ
ア
も
持
っ
て
い
る
。﹁
い
や
、

こ
う
す
る
こ
と
で
解
消
で
き

る
﹂﹁
こ
こ
に
気
づ
い
た
の
は

私
が
初
め
て
﹂﹁
こ
れ
を
や
っ

た
ら
も
っ
と
地
域
の
方
は
喜
ん

で
く
れ
る
﹂﹁
自
分
の
働
き
が

活
か
せ
る
瞬
間
﹂
等
は
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
と
し
て
も
そ
れ
ら
の
意

見
を
積
極
的
に
発
信
し
て
く
れ

る
こ
と
は
大
変
嬉
し
い
の
で
す

が
、
経
営
者
と
し
て
、
ふ
と
立

ち
止
ま
っ
て
振
り
返
っ
た
り
、

先
を
読
も
う
と
し
た
り
す
る
と

あ
ら
不
思
議
。
終
礼
で
話
し
て

い
た
こ
と
は
全
く
進
ん
で
い
な

い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
も

そ
も
全
然
違
う
方
向
に
進
も
う

と
し
て
い
る
個
々
の
集
団
で
あ

る
こ
と
に
気
づ
い
た
の
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
の
意
見
を
全

て
聞
い
て
、
反
映
さ
せ
よ
う
と

し
て
い
て
、
気
が
つ
い
た
ら
職

員
の
ペ
ー
ス
に
巻
き
込
ま
れ
て

い
た
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
意

見
や
ア
イ
デ
ィ
ア
は
大
事
で

す
。
た
だ
し
、
そ
の
意
見
の
裏

に
隠
れ
て
い
る
﹁
逃
げ
﹂
に
気

づ
く
こ
と
が
経
営
者
に
は
も
っ

と
大
事
で
す
。
福
祉
や
介
護
の

ベ
テ
ラ
ン
ほ
ど
、
自
分
の
考
え

や
ひ
ら
め
き
に
プ
ラ
イ
ド
が
あ

り
、
私
が
関
わ
っ
て
き
た
様
々

な
業
界
で
も
傾
向
が
強
い
し
、

そ
う
い
う
面
で
賢
い
方
が
多
い

業
界
で
す
。
私
は
４
日
目
の
朝

礼
で
﹁
自
分
の
今
や
っ
て
い
る

行
動
は
同
僚
の
誰
の
た
め
か
？

を
意
識
し
て
接
客
や
ア
イ
デ
ア

を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
仕
事
や

専
門
職
の
知
識
は
、
決
し
て
自

己
満
足
や
プ
ラ
イ
ド
の
た
め
で

な
い
﹂
と
い
う
こ
と
を
全
員
に

奨
励
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ

て
、
空
中
分
解
す
る
直
前
に
軌

道
修
正
で
き
ま
し
た
の
で
、
こ

こ
で
共
有
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
私
が
全
員
に
徹
底
し
た

魔
法
の
言
葉
は
、﹁
働
く
と
い

う
こ
と
は
、
傍
︵
は
た
︶
を
楽

に
す
る
こ
と
﹂
と
い
う
こ
と
。

１
９
９
８
年
に
上
司
に
教
わ
っ

た
こ
の
言
葉
が
張
り
詰
め
た
テ

ン
シ
ョ
ン
を
緩
め
て
く
れ
ま
し

た
。
よ
か
っ
た
ー
。

　

自
分
の
親
や
身
近
な
親
族
が

介
護
の
お
世
話
に
な
る
場
合
、

﹁
専
門
職
の
方
だ
か
ら
間
違
い

な
い
﹂
と
い
う
無
防
備
な
体
制

で
﹁
意
見
﹂
を
全
部
受
け
入
れ

る
と
、
大
失
敗
し
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
西
村
栄
一
／
株
式
会
社
ヘ
ル
プ

ズ
・
ア
ン
ド
・
カ
ン
パ
ニ
ー
代

表
取
締
役
、
全
国
介
護
事
業
者

連
盟
　
大
阪
支
部
監
査
役 

＊
同
社
で
は
専
門
家
と
連
携
し

て
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ

て
い
る
。
疑
問
、
悩
み
、
日
本

の
社
会
保
障
︵
介
護
・
医
療
・

年
金
・
雇
用
等
︶
制
度
に
関
す

る
質
問
や
相
談
を
受
け
付
け
て

い
る
。info@

helpz.jp

　

令
和
３
年(

２
０
２
１
年)

秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、
旭
日
小

綬
章
を
受
章
し
た
ロ
ン
・
カ
ー

タ
ー
氏
へ
の
叙
勲
伝
達
式
が
14

日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
公

邸
で
行
わ
れ
た
。
カ
ー
タ
ー
氏

は
、
米
国
の
誇
る
ジ
ャ
ズ
・
ベ

ー
ス
奏
者
で
あ
る
と
同
時
に
、

２
度
の
グ
ラ
ミ
ー
賞
︵
最
優
秀

イ
ン
ス
ト
ゥ
ル
メ
ン
タ
ル
・
コ

ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
賞︵
昭
和
63
年
︶

及
び
最
優
秀
ジ
ャ
ズ
・
イ
ン
ス

ト
ゥ
ル
メ
ン
タ
ル
・
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
賞
︵
平
成
７
年
︶︶
に

輝
く
な
ど
、
世
界
的
に
も
知
名

度
の
高
い
芸
術
家
。
同
人
は
、

多
く
の
日
本
の
音
楽
家
と
の
共

演
、
当
館
主
催
の
東
日
本
大
震

災
10
周
年
事
業
で
の
演
奏
披

露
、
教
育
者
と
し
て
の
日
本
人

音
楽
家
の
育
成
等
の
活
動
を
通

じ
、
ジ
ャ
ズ
を
日
本
の
音
楽
界

に
普
及
さ
せ
、
日
米
文
化
交
流

を
促
進
し
、
日
米
間
の
友
好
関

係
強
化
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

ジ
ャ
ズ
奏
者
の
ロ
ン
・
カ
ー
タ
ー
氏
に

旭
日
小
綬
章
を
伝
達

日米交流促進
ジャズを日本音楽界に

NY 総領事大使公邸で

　

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
の
飾
ら

れ
た
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会︵
Ｊ
Ａ
Ａ
︶

ホ
ー
ル
で
９
日
、
今
年
最
後
の

敬
老
会
が
行
わ
れ
た
。
人
数
制

限
の
会
場
は
満
員
で
、
デ
リ
バ

リ
ー
と
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
含
め

て
１
２
０
個
の
お
弁
当
が
用
意

さ
れ
た
。
参
加
者
は
全
員
ワ
ク

チ
ン
接
種
済
み
で
、
ほ
と
ん
ど

の
人
が
ブ
ー
ス
タ
ー
接
種
も
終

え
て
い
た
。
同
会
で
は
Ｊ
Ａ
Ａ

ビ
ジ
ネ
ス
・
ウ
ー
マ
ン
の
会
が
、

参
加
者
全
員
に
べ
ん
と
お
ん
特

製
のB

entO
n 

キ
ッ
ト
を
寄

付
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
、
無
料
で

シ
ニ
ア
へ
配
達
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
弁
当
を
支
援
し
た
べ
ん
と

お
ん
の
古
川
徹
社
長
も
参
加

し
、
今
後
も
敬
老
会
を
支
援
し

た
い
と
話
し
た
。
会
で
は
12
月

生
ま
れ
の
誕
生
会
も
行
っ
た
。

　

あ
る
参
加
者
は
、
４
万
ド
ル

の
引
き
出
し
を
不
審
に
思
っ
た

銀
行
が
、
警
察
と
協
力
し
て
受

け
渡
し
場
所
で
犯
人
を
逮
捕
し

た
オ
レ
オ
レ
詐
欺
の
被
害
体
験

を
語
っ
た
。
ま
た
他
の
参
加
者

は
５
番
街
44
丁
目
で
昼
間
黒
人

に
押
さ
れ
て
倒
れ
、
救
急
車
で

ベ
ル
ビ
ュ
ー
病
院
に
搬
送
、
背

骨
圧
迫
骨
折
と
診
断
さ
れ
た
ヘ

イ
ト
ク
ラ
イ
ム
経
験
を
話
し
、

年
末
に
か
け
て
注
意
し
ま
し
ょ

う
と
シ
ニ
ア
に
警
告
し
た
。

　

歌
と
演
奏
を
披
露
し
た
イ
ワ

キ
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
は
リ
ー

ダ
ー
・
バ
イ
オ
リ
ン
の
岩
城
喜

一
、
歌
手
・
ピ
ア
ノ
のK

oji

、

歌
手
の
大
隅
苓
子
、
佐
藤
健
、

竹
田
幸
夫
、
渡
辺
次
枝
と
米
沢

信
三
が
出
演
し
た
。
敬
老
会
は

交
流
の
場
で
情
報
交
換
の
場
で

も
あ
り
、
コ
ロ
ナ
収
束
後
に
は

も
っ
と
参
加
人
数
を
増
や
し
て

開
催
予
定
。
敬
老
会
は
米
国
三

井
基
金
で
行
わ
れ
て
い
る
。

べ
ん
と
お
ん
が
弁
当
寄
付

NY日系人会

年末クリスマス会

「今後も支援したい」と挨拶する古川社長

山野内大使（右）から勲章と賞状を手渡されるカーター氏（14 日夕、大使公邸で）

mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
mailto:info@helpz.jp
https://peraichi.com/landing_pages/view/hsf6r
http://www.919usa.com
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コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

アメリカの学校で成功するには？
新環境での不安と第二言語発達について（１）

　

前
回
ま
で
は
、
同
じ
ク
ラ
ス

内
で
ア
ジ
ア
人
生
徒
ら
は
黙
っ

て
い
る
こ
と
が
多
く
、
一
方
米

国
人
生
徒
ら
ば
か
り
が
次
々
に

発
言
を
繰
り
返
す
と
い
う
現
状

に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ

が
、
自
分
た
ち
の
発
言
行
動
と

相
手
側
の
発
言
行
動
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
と
い
う

聞
き
取
り
調
査
の
結
果
も
お
伝

え
い
た
し
ま
し
た
。
ア
ジ
ア
人

生
徒
の
中
で
も
、
学
期
中
全
く

発
言
し
な
い
生
徒
も
い
れ
ば
、

少
数
で
す
が
活
発
に
発
言
に
取

り
組
ん
で
い
る
生
徒
も
い
ま
し

た
。
ま
た
数
人
の
同
じ
米
国
人

生
徒
ば
か
り
が
頻
繁
に
話
す
傾

向
が
あ
る
こ
と
も
両
サ
イ
ド
か

ら
批
判
が
あ
り
ま
し
た
が
、
興

味
深
い
例
と
し
て
は
、
当
事
者

の
一
人
は
﹁
ク
ラ
ス
の
沈
黙
を

避
け
る
た
め
、
ま
た
先
生
が
質

問
し
て
誰
も
応
え
な
い
時
、
先

生
が
気
の
毒
な
の
で
助
け
る
た

め
に
あ
え
て
自
分
ら
が
話
し
始

め
る
時
が
あ
る
﹂
と
、
彼
ら
な

り
の
﹁
沈
黙
﹂
に
対
す
る
考
え

や
先
生
へ
の
配
慮
が
あ
っ
て
発

言
参
加
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
米
国
授

業
で
は
先
生
と
の
イ
ン
タ
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
相
互
的
と
考
え
て
い

る
証
拠
と
な
り
ま
す
。

　

さ
て
今
回
か
ら
は
、
こ
れ
ら

の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
新
環

境
や
新
文
化
に
入
っ
て
き
た

留
学
生
を
対
象
に
、
彼
ら
の

適
応
レ
ベ
ル
や
ネ
イ
テ
ィ
ブ

学
生
ら
と
の
関
係
性
が
、
い

か
に
第
二
言
語
︵
英
語
︶
の

発
達
と
比
例
し
て
い
る
の
か

を
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
こ
こ
で
グ
デ
ィ
カ
ン
ス
ト

︵
２
０
０
５
︶
と
い
う
研
究
者

の
﹁anxiety/uncertainty 

m
anagem

ent (

Ａ
Ｕ
Ｍ)

﹂

な
る
コ
ン
セ
プ
ト
を
ご
紹
介

し
ま
す
。
こ
の
通
称
Ａ
Ｕ
Ｍ

は
、
異
文
化
に
お
い
て
文
字
通

り
﹁
不
安
や
不
確
か
な
気
持
ち

を
ど
う
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
対

処
し
て
い
く
か
﹂
と
い
う
も
の

で
す
。
彼
に
よ
る
と
、
ほ
と
ん

ど
の
移
民
や
留
学
生
は
﹁
現
地

の
ネ
イ
テ
ィ
ブ
﹂
と
話
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
時
、
前
提
と

ら
の
留
学
生
が
慣
れ
な
い
環

境
、
特
に
こ
れ
ま
で
詳
し
く
説

明
し
て
き
た
米
国
と
ア
ジ
ア
の

全
く
違
っ
た
授
業
文
化
に
お
い

て
こ
の
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク

は
大
き
く
、﹁
不
安
や
不
確
か

な
気
持
ち
﹂
が
障
壁
と
な
り
ま

す
。
そ
こ
で
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
学

生
ら
と
話
を
す
る
の
を
避
け
た

り
、
ク
ラ
ス
で
の
発
言
を
避
け

る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
評
価
が

低
く
な
る
の
を
自
分
で
防
い
で

い
る
と
も
取
れ
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
困
難
を
分
か
ち
合
い

不
安
を
解
消
す
る
た
め
に
、
同

じ
国
や
言
語
を
話
す
学
生
ら
が

固
ま
っ
て
、
常
に
グ
ル
ー
プ
化

し
て
行
動
す
る
現
象
も
う
な
ず

け
ま
す
。
学
習
レ
ベ
ル
の
高
い

大
学
院
な
ら
、
こ
の
不
安
や
ス

ト
レ
ス
は
尚
更
高
い
こ
と
で
し

ょ
う
。
問
題
は
こ
の
時
点
か
ら

現
地
適
応
が
進
み
、
こ
の
枠
組

み
か
ら
抜
け
て
い
く
学
生
も
い

れ
ば
、
最
後
ま
で
こ
こ
か
ら
抜

け
出
せ
な
い
で
い
る
学
生
も
い

る
こ
と
で
す
。

　

留
学
生
の
言
語
習
得
度
と

は
、
現
地
に
適
応
し
、
現
地
文

化
を
受
け
入
れ
、
現
地
の
ネ
イ

テ
ィ
ブ
ら
と
の
実
際
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
多
け
れ
ば
多

い
ほ
ど
比
例
し
て
高
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
逆
に
同
胞
グ
ル
ー

プ
か
ら
抜
け
出
せ
な
い
で
い
る

留
学
生
は
な
か
な
か
現
地
の
言

語
習
得
が
進
ま
ず
、
ま
す
ま
す

母
国
語
へ
の
依
存
が
強
く
な
る

悪
循
環
に
陥
っ
た
ま
ま
と
な
り

ま
す
。
最
終
的
に
、
卒
業
自
体

は
で
き
て
も
そ
れ
に
見
合
っ
た

言
語
習
得
が
進
行
せ
ず
、
米
国

の
大
学
や
大
学
院
を
出
て
い
る

の
に
英
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
力
は
そ
れ
ほ
ど
高
く
な
い

ま
ま
帰
国
す
る
と
い
う
、
不
本

意
な
結
果
が
発
生
し
て
し
ま
い

う
わ
け
で
す
。　
　

︵
つ
づ
く
︶

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教
育

博
士
。日
本
語
・
英
語
共
に
様
々

な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記
事
な

ど
執
筆
。
著
書
に
﹃
ア
メ
リ
カ

駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど
も
の

教
育
ナ
ビ
﹄︵
時
事
通
信
出
版

社
︶
な
ど
。

し
て
不
安
感
を
覚
え
る
の
が
一

般
的
で
あ
り
、
ま
た
ネ
イ
テ
ィ

ブ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
っ
て
﹁
否
定
的
な
自
己
評

価
﹂、﹁
会
話
相
手
︵
現
地
の
ネ

イ
テ
ィ
ブ
︶
か
ら
の
否
定
的
な

評
価
﹂、
ま
た
﹁
同
胞
か
ら
の

否
定
的
な
評
価
﹂
の
三
つ
を
恐

れ
る
傾
向
が
あ
る
と
論
じ
て
い

ま
す
。
そ
の
結
果
、
自
己
防
衛

対
策
の
一
つ
と
し
て
、
最
初
か

ら
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
話
す
の
を
避

け
る
、
ま
た
ネ
イ
テ
ィ
ブ
と
の

会
話
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
な

ど
の
行
動
を
取
る
こ
と
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。
実
際
の
環
境
を
例

に
取
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
国
か

ら
来
米
し
た
大
人
は
、
例
え
彼

ら
の
子
供
が
現
地
校
に
通
っ
て

い
て
も
、
親
は
同
じ
国
ど
う
し

言
葉
ど
う
し
で
集
ま
っ
て
安
心

を
共
有
し
ま
す
。
一
般
的
に
米

大
学
の
多
く
で
も
、
ア
ジ
ア
か

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
議
会
は
９

日
、
2
つ
の
核
軍
縮
法
案
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
を
超
党
派
で
可
決
採

択
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
カ
ー
た
ち
が
画
期
的
な

核
軍
縮
法
案
を
祝
う
声
明
を
同

日
発
表
し
た
。

　

こ
の
団
体
は
ノ
ー
ベ
ル
平
和

賞
を
受
賞
し
た
核
兵
器
廃
絶
国

際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
︵
Ｉ
Ｃ
Ａ

Ｎ
︶
で
、
同
団
体
を
代
表
し
て

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
た

被
爆
者
の
サ
ー
ロ
ー
節
子
さ
ん

は
﹁
愛
す
る
広
島
を
破
壊
し
た

無
差
別
大
量
虐
殺
を
生
き
延
び

た
13
歳
の
女
子
学
生
で
あ
る
私

の
個
人
的
な
話
を
聞
い
て
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
若
者
は
、
人
類

と
核
兵
器
は
共
存
で
き
な
い
こ

と
を
理
解
し
て
く
れ
た
。
核
兵

器
製
造
者
か
ら
離
脱
し
、
軍
縮

行
動
を
起
こ
す
た
め
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
取
り
組
み
を
生
み

出
す
市
議
会
の
包
括
的
な
法
案

に
つ
い
て
聞
き
、
感
激
し
て
い

る
﹂
と
語
っ
て
い
る
。　
　

核
軍
縮
法
案
可
決

Ｎ
Ｙ
市
議
会
が
超
党
派
で

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
が
歓
迎
の
声
明

　

シ
カ
ゴ
を
拠
点
と
す
る
フ
ー

ド
デ
リ
バ
リ
ー
大
手
の
グ
ラ
ブ

ハ
ブ
は
こ
の
ほ
ど
、
今
年
最

も
注
文
の
多
か
っ
た
メ
ニ
ュ

ー
や
食
の
ト
レ
ン
ド
に
関
す

る
年
報
﹁
テ
イ
ス
ト
・
オ
ブ
・

２
０
２
１
﹂
を
公
表
し
た
。 

　

同
報
告
に
よ
る
と
米
国
の
食

の
ト
レ
ン
ド
は
、
19
年
は
ベ
ジ

タ
リ
ア
ン
・
フ
レ
ン
ド
リ
ー
、

20
年
は
癒
さ
れ
る
コ
ン
フ
ォ
ー

ト
・
フ
ー
ド
、
そ
し
て
今
年
は
、

植
物
由
来
の
人
工
肉
を
使
っ
た

イ
ン
ポ
ッ
シ
ブ
ル
・
バ
ー
ガ
ー

が
話
題
に
な
る
な
ど
、
過
去
2

年
間
の
ト
レ
ン
ド
要
素
の
﹁
融

合
﹂
と
定
義
し
て
い
る
。
イ
ン

ポ
ッ
シ
ブ
ル
・
バ
ー
ガ
ー
の
注

　

ソ
ー
ホ
ー
の
う
ど
ん
店
﹁
お

め
ん
﹂
の
創
業
者
、
品
川
幹
夫

さ
ん
が
11
月
17
日
に
京
都
の

病
院
で
肝
臓
が
ん
の
た
め
死

去
し
た
。
享
年
66
歳
だ
っ
た
。

１
９
８
１
年
に
ソ
ー
ホ
ー
に
う

ど
ん
を
メ
イ
ン
に
し
た
日
本
食

店
﹁
お
め
ん　

あ
ぜ
ん
﹂
を
開

店
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
文
化
人

が
集
う
店
と
し
て
繁
盛
し
た
。

創
業
の
地
は
京
都
大
文
字
山
の

麓
、
銀
閣
寺
に
昭
和
42
年
に
母

親
の
品
川
登
美
さ
ん
が
う
ど
ん

店
を
興
し
た
。
当
時
の
関
西
に

し
て
は
珍
し
い
濃
口
醤
油
を
使

っ
た
だ
し
に
胡
麻
、
き
ん
ぴ
ら

ご
ぼ
う
、
野
菜
を
入
れ
る
つ
け

麺
が
評
判
を
呼
び
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
も
こ
の
ス
タ
イ
ル
が

﹁
お
め
ん
﹂
の
名
で
人
気
の
メ

ニ
ュ
ー
と
な
っ
た
。
合
成
添
加

物
や
化
学
薬
品
、
精
製
さ
れ
た

白
砂
糖
を
一
切
使
わ
ず
、
伝
統

的
で
自
然
な
製
法
で
作
ら
れ
た

日
本
食
文
化
を
伝
え
て
い
き
た

い
と
い
う
強
い
思
い
が
フ
ァ
ン

を
魅
了
し
た
。
ま
た
個
人
と
し

て
は
天
理
文
化
協
会
の
運
営
委

員
と
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
お

け
る
日
本
人
芸
術
家
支
援
の
活

動
に
も
力
を
入
れ
て
い
た
。

　

八
木
ボ
ン
Ｎ
Ｙ
日
本
食
レ
ス

ト
ラ
ン
協
会
理
事
長
の
話
﹁
気

持
ち
の
優
し
い
落
ち
着
い
た
紳

士
だ
っ
た
。
京
都
を
バ
ッ
ク
ボ

ー
ン
に
し
た
日
本
食
文
化
を
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
広
め
る
礎
と
な

っ
た
人
だ
っ
た
﹂

文
は
１
年
間
で
４
４
２
％
増

と
、
米
国
内
で
今
年
最
も
流
行

し
た
メ
ニ
ュ
ー
と
な
っ
た
。 

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で
は
、

小
籠
包
︵
ポ
ー
ク
・
ア
ン
ド
・

ク
ラ
ブ
・
ス
ー
プ
・
ダ
ン
プ
リ

ン
グ
︶
の
人
気
が
最
も
著
し

く
、
注
文
は
昨
年
比
で
３
９
７

％
増
、
次
い
で
ジ
ャ
ガ
イ
モ
や

カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
を
ス
パ
イ
ス
で

炒
め
た
イ
ン
ド
の
ベ
ジ
タ
リ
ア

ン
料
理
ア
ル
・
ゴ
ビ
・
マ
タ
ル

は
３
９
４
％
増
、
パ
ス
タ
・
ボ

ロ
ネ
ー
ズ
、
オ
リ
ー
ブ
・
オ
イ

ル
・
ケ
ー
キ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
・

ピ
ザ
だ
っ
た
。 

ありし日の品川さん

　

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
白
崎

彩
子
さ
ん
が
11
月
29
日
が
ん
の

た
め
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
自
宅
で

亡
く
な
っ
た
。
享
年
52
歳
だ
っ

た
。
5
歳
か
ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
ピ

ア
ノ
を
始
め
、
10
歳
に
な
る
と

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
父
親

か
ら
習
っ
た
。
東
京
都
立
芸
術

高
等
学
校
、
東
京
藝
術
大
学
音

楽
学
部
ピ
ア
ノ
科
卒
。
ジ
ャ
ズ

奏
者
と
し
て
活
動
し
て
い
た

が
、
本
場
の
ジ
ャ
ズ
を
求
め
て

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ
渡
っ
た
。
そ

の
後
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
音
楽
学

校
を
卒
業
。
当
地
で
米
国
人
と

結
婚
し
、
２
児
の
母
親
と
な
っ

た
あ
と
も
音
楽
活
動
を
続
け
て

い
た
。
１
９
９
５
年
に
第
１
回

ハ
イ
ネ
ケ
ン
・
ジ
ャ
ズ
・
コ
ン

ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
ピ
ア
ノ
部
門

第
2
位
。
２
０
０
１
年
、
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
音
楽
学
校
ジ
ャ

ズ
ピ
ア
ノ
科
修
士
課
程
を
修

了
。
２
０
０
３
年
に
ア
ル
バ

ム
﹁
イ
グ
ジ
ス
タ
ン
ス
︵
原
題

: E
X

IST
E

N
C

E

︶﹂　

で
デ
ビ

ュ
ー
。
白
崎
彩
子
ピ
ア
ノ
ト
リ

オ
を
結
成
し
活
動
し
て
い
た
。

﹁
お
め
ん
﹂
の
品
川
さ
ん
死
去

Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
に
う
ど
ん
店
で
一
時
代
築
く

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト

白
崎
彩
子
さ
ん
逝
く

Ｎ
Ｙ
拠
点
に
活
躍

注文の多い料理番付

配達のグラブハブ公表

NY 一位は小籠包

国
連
で
原
爆
展
始
ま
る

　

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協

議
会
︵
日
本
被
団
協
︶
主
催
に

よ
る
国
連
原
爆
展
が
10
日
か
ら

来
年
１
月
11
日
ま
で
国
連
本
部

ロ
ビ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ

れ
て
い
る
。﹁
ヒ
ロ
シ
マ
。
ナ

ガ
サ
キ
か
ら
３
／
４
世
紀
・
ヒ

バ
ク
シ
ャ-

核
兵
器
廃
絶
に
取

り
組
む
勇
気
あ
る
人
々
﹂︵
共

催
・
広
島
市
、
長
崎
市
、
後

援
・
国
連
軍
縮
部
、
日
本
政
府

国
連
代
表
部
︶。
核
兵
器
の
非

人
道
性
を
訴
え
、
核
兵
器
も
戦

争
も
な
い
平
和
な
世
界
の
実
現

を
目
指
す
。
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
予

約
者
の
み
。https://w

w
w

.
un.org/en/visit

https://www.un.org/en/visit
https://www.oishinbo-ny.com/
tel:9175773969
http://myriverside.net/home
http://jweeklyusa.com
https://www.maxjob.com/
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ライオンズクラブ通信
ニューヨーク日系ライオンズクラブでは地域社会や世
界への貢献のためさまざまな活動しています。
■2021-2022 平和ポスターコンテスト　受賞者発表
テーマ：We Are All Connected
わたしたちは、みんな繋がっている。
【金賞】
 宮嵜紗椰（ニュージャージー日本人学校）

【銀賞】
 滝田功ニ（ニューヨーク補習授業校LI校）
【銅賞】
 松田奈穂（ニューヨーク育英学園）
【佳作】
 浅野堪太（ニュージャージー日本人学校）
 居石莞奈（ニュージャージー日本人学校）
 嶋田咲紀子（ニューヨーク育英学園）
 福居篤（ニューヨーク育英学園）
【参加賞】
 秋山悠那・石ヶ原ジェット・齋藤燿希・篠原創士
（ニューヨーク育英学園）
 小林華・鈴木貫太・出川悠雅・藤本昊誠・藤本美空・
 吉田佳音（ニュージャージー日本人学校）

応募年齢：11〜13歳（※11月15日時点）

The New York Japanese-American Lions Club
【問い合わせ】www.nyjalc.org　info@nyjalc.org
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●
２
０
２
１
年
第
26 

回
﹁
国

連
の
気
候
変
動
枠
組
条
約
締
約

国
会
議
﹂
英
グ
ラ
ス
ゴ
ー

　

11
月
1
日
開
幕
。
﹁
コ
ロ
ナ

禍
で
も
気
候
変
動
は
進
ん
だ
。

１
・
５
度
目
標
を
達
成
す
る
た

め
、
パ
リ
協
定
で
の
約
束
を
グ

ラ
ス
ゴ
ー
が
実
現
す
る
﹂
と

議
長
国
イ
ギ
リ
ス
が
石
炭
火

力
、
ガ
ソ
リ
ン
車
、
森
林
破
壊

国
連
気
候
変
動
サ
ミ
ッ
ト:

日
本
評
価

﹁
化
石
賞
﹂/ 

次
世
代
若
者
た
ち
の
声
が

グ
ラ
ス
ゴ
ー
の
空
に
響
く

の
停
止
を
提
案
。
先
進
国
は

２
０
３
０
年
ま
で
、
途
上
国
は 

２
０
４
０
年
ま
で
に
そ
れ
ら
を

廃
止
す
る
﹁
グ
リ
ー
ン
・
ニ
ュ

ー
デ
ィ
ー
ル
﹂=

緑
の
産
業
革

命
を
起
こ
そ
う
と
呼
び
掛
け

た
。

●
脱
炭
素
が
主
テ
ー
マ
。
日
本

へ
の
評
価
は
﹁
化
石
賞
﹂

　

岸
田
首
相
の
演
説
で
火
力
発

電
の
温
存
す
る
姿
勢
に
対
し
、

若
者
が
日
本
に
対
し
抗
議
デ

モ
。
﹁
気
候
変
動
と
の
闘
い
に

先
頭
に
立
っ
て
ア
ク
シ
ョ
ン
を

取
る
べ
き
国
の
一
つ
で
あ
る
は

ず
﹂
と
声
を
上
げ
た
。
１
３
０ 

か
国
の
市
民
団
体 

Ｃ
Ａ
Ｎ 

が

日
本
に
対
し
﹁
化
石
賞
﹂
。
日

本
は
意
識
が
低
過
ぎ
か
。
責
任

あ
る
先
進
国
と
し
て
の
対
応

が
求
め
ら
れ
た
。

●
熱
気
あ
る
環
境
デ
モ
。
次
世

代
若
者
た
ち
の
声
が
グ
ラ
ス
ゴ

ー
の
空
に
響
く

　

5
日
目
は
ユ
ー
ス(

次
世
代

若
者)

デ
ー
。﹁
こ
の
会
場
に

若
者
が
い
な
い
、
最
も
影
響
を

受
け
る
若
者
が
こ
の
話
し
合
い

か
ら
排
除
さ
れ
て
い
る
。
気
候

危
機
を
も
た
ら
し
た
人
達
だ
け

で
な
く
新
し
い
考
え
を
も
つ
若

者
こ
そ
議
論
に
入
る
べ
き
﹂
と

議
長
が
言
及
。

　

6
日
目
の
国
際
気
候
ア
ク
シ

ョ
ン
デ
ー
。
数
万
人
参
加
す
る

世
界
気
候
マ
ー
チ
が
行
わ
れ

た
。
若
者
中
心
に
﹁
今
こ
そ
グ

リ
ー
ン
・
ニ
ュ
ー
・
デ
ィ
ー
ル

を
﹂
と
声
が
上
が
り
、
気
候
変

動
と
経
済
格
差
の
改
革
を
目
指

す
緑
の
政
策
を
求
め
行
進
。

●
閉
幕:
世
界
意
識
は
脱
炭
素

﹁
ネ
ッ
ト
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ
﹂

　

国
際
的
な
枠
組
み
﹁
パ
リ
協

定
﹂
の
着
実
な
実
施
に
向
け
た

ル
ー
ル
に
各
国
が
前
進
合
意
。

一
方
で
﹁
段
階
的
な
撤
廃
﹂
が

﹁
段
階
的
な
削
減
﹂
と
意
思
決

定
が
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
し
た
。
英

エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
戦
略
大
臣
は

﹁
２
０
２
４
年
に
石
炭
火
力
を

全
廃
し
、
緑
の
産
業
革
命
の
新

時
代
を
つ
く
る
﹂
宣
言
。
最
終

的
に
１
９
０
の
国
と
企
業
が
脱

石
炭
を
約
束
し
た
。
日
本
は
？

今
後
先
進
国
と
し
て
の
脱
炭
素

へ
の
対
応
と
役
割
が
注
目
さ
れ

る
。

﹁
写
真
出
典
・
Ｗ
Ｗ
Ｆ
ジ
ャ
パ
ン
﹂

古
市
裕
子

NY Marketing Business 
Action, Inc

代
表
　SDGs

×

次
世
代
×
企
業
価
値
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
／
ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務

所
に
17
年
勤
務
／
Ｎ
Ｙ
市
立
大

学
院
修
士
卒
・
国
連
博
士
課
程

SDGs

所
属
／
Ｎ
Ｙ
進
出
日
系

企
業
支
援
／
日
米
各
地
の
教
育

機
関
な
ど
でSDGs

に
つ
い

て
の
講
演
を
精
力
的
に
行
う
。
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任
期
満
了
に
と
も
な
い
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
市
長
を
今
年
末
に
退

任
す
る
ビ
ル
・
デ
ブ
ラ
シ
オ
氏

︵
60
︶
が
、
来
年
行
わ
れ
る
Ｎ

Ｙ
州
知
事
選
挙
に
向
け
て
動
き

出
し
て
い
る
。
す
で
に
選
挙
管

理
委
員
会
に
書
類
を
提
出
し
て

資
金
調
達
委
員
会
を
設
立
し
て

お
り
、
出
馬
表
明
こ
そ
正
式
に

は
し
て
い
な
い
も
の
の
立
候
補

す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

Ｎ
Ｙ
州
知
事
は
10
年
に
わ
た

り
ク
オ
モ
氏
が
務
め
て
き
た
が

今
年
８
月
に
セ
ク
ハ
ラ
問
題
で

辞
任
、
現
在
は
副
知
事
だ
っ
た

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ー
ク
ル
が
規
定

に
従
い
知
事
を
務
め
て
い
る
。

　

ホ
ー
ク
ル
氏
は
す
で
に
来
年

11
月
に
行
わ
れ
る
知
事
選
挙
運

動
に
登
録
し
て
お
り
、
選
挙
資

金
２
５
０
０
万
ド
ル
を
集
め
る

計
画
だ
が
、
民
主
党
内
で
の
人

気
は
そ
れ
ほ
ど
で
な
く
、
レ
テ

ィ
ー
シ
ャ
・
ジ
ェ
ー
ム
ズ
州
検

事
総
長
な
ど
が
民
主
党
の
指
名

に
立
候
補
し
て
い
る
。

　

一
方
の
共
和
党
で
は
ト
ラ
ン

プ
支
持
者
の
リ
ー
・
ゼ
ル
デ
ィ

ン
連
邦
下
院
議
員︵
Ｎ
Ｙ
1
区
、

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
選
出
︶
や

元
Ｎ
Ｙ
市
長
の
ル
デ
ィ
・
ジ
ュ

リ
ア
ー
ニ
の
息
子
で
あ
る
ア
ン

ド
リ
ュ
ー
・
ジ
ュ
リ
ア
ー
ニ
氏

の
ほ
か
、
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ

ー
郡
の
元
行
政
長
官
ロ
ブ
・
ア

ス
ト
リ
ー
ノ
氏
ら
知
名
度
の
高

い
候
補
が
共
和
党
の
知
事
指
名

獲
得
に
向
け
て
動
き
出
し
て
い

る
。混
戦
も
予
想
さ
れ
る
な
か
、

市
長
と
し
て
知
名
度
・
実
績
の

あ
る
デ
ブ
ラ
シ
オ
氏
が
立
候
補

す
る
と
な
れ
ば
台
風
の
目
と
な

り
そ
う
だ
。
た
だ
、
デ
ブ
ラ
シ

オ
氏
は
２
０
２
０
年
の
大
統
領

選
に
出
馬
し
た
も
の
の
、
混
戦

か
ら
抜
け
出
す
こ
と
は
で
き
ず

民
主
党
候
補
を
選
ぶ
予
備
選
か

ら
撤
退
し
て
い
る
。
人
気
は
Ｎ

Ｙ
市
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
を

浮
き
彫
り
に
し
た
が
、
果
た
し

て
州
レ
ベ
ル
で
ど
う
か
注
目
さ

れ
る
。

来
年
の
Ｎ
Ｙ
州
知
事
選
挙

デ
ブ
ラ
シ
オ
市
長
出
馬
を
準
備

http://www.nyjalc.org
mailto:info@nyjalc.org
http://www.nyseikatsu.com
https://www.takenakapartners.com/
https://www.hondag.com
http://kiku-ny.com
tel:2122136069
https://www.mtckitchen.com
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雇
用
者
数
の
推
移
と
、
重
要
な
数
値

クイック USA

72
　

11
月

5
日
にU

S Labor 
D

epartm
ent

︵
米
国
労
働
省
︶

か
ら
10
月
の
雇
用
者
統
計
が
発

表
さ
れ
た
。

　

２
０
１
９
年
か
ら
の
非
農
業

部
門
の
雇
用
者
数
の
推
移
を
左

の
グ
ラ
フ
︵
表
①
︶
で
確
認
し

て
み
た
い
。

　

雇
用
者
数
に
つ
い
て
は
21
年

に
入
っ
て
か
ら
予
想
を
下
回
る

月
は
あ
っ
た
も
の
の
、
毎
月
増

加
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

民
間
の
労
働
力
人
口
︵Labor 

Force

︶
は
20
年
2
月
と
比
較

す
る
と
約
３
０
０
万
人
少
な

い
。
ま
た
労
働
力
人
口
と
15
歳

か
ら
64
歳
ま
で
のW

orking-
A

ge

︵
生
産
年
齢
︶
人
口
か
ら

算
出
さ
れ
る
労
働
参
加
率
は

61
・
６
％
と
、
１
９
７
０
年
代

初
頭
以
前
の
低
い
水
準
に
留
ま

っ
て
い
る
。︵
表
②
、
表
③
︶

榊
原
将
　

HR Linqs, Inc. President
www.919usa.com

表②

表③

表①

　

日
本
貿
易
振
興
機
構
︵
ジ
ェ

ト
ロ
︶
は
13
日
、
登
録
企
業

に
配
信
し
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス

短
信
︵
米
州
課
発
︶
の
記
事

で
、
12
月
10
日
夜
か
ら
11
日
に

か
け
て
、
南
部
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー

州
、
テ
ネ
シ
ー
州
、
ミ
シ
シ
ッ

ピ
州
、
ア
ー
カ
ン
ソ
ー
州
や
中

西
部
の
イ
リ
ノ
イ
州
、
ミ
ズ
ー

リ
州
の
計
6
州
で
発
生
し
た
竜

巻
と
企
業
へ
の
被
害
状
況
を
伝

え
た
。
こ
の
中
で
、
米
海
洋
大

気
局
の
調
べ
で
合
わ
せ
て
61
の

竜
巻
が
発
生
し
、
ケ
ン
タ
ッ

キ
ー
州
の
ア
ン
デ
ィ
・
ベ
シ
ア

州
知
事
は
12
日
に
Ｃ
Ｎ
Ｎ
の
番

組
に
出
演
、﹁
米
国
史
上
最
も

死
者
が
多
い
竜
巻
と
な
る
だ
ろ

う
﹂
と
述
べ
た
。
ベ
シ
ア
知
事

に
よ
る
と
、
1
つ
の
竜
巻
の
移

動
距
離
は
２
２
７
マ
イ
ル
︵
約

３
６
５
キ
ロ
︶
に
わ
た
っ
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
に
同
州
で
80
人

以
上
の
死
者
を
確
認
し
、
死
者

数
は
１
０
０
人
を
超
え
る
と
述

べ
た
。

　

バ
イ
デ
ン
大
統
領
は
11
日
、

デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
ウ
ィ
ル
ミ
ン
ト

ン
で
演
説
を
行
い
、﹁
こ
れ
は

史
上
最
大
級
の
竜
巻
発
生
と
な

る
だ
ろ
う
﹂﹁
連
邦
政
府
は
可

能
な
限
り
の
支
援
を
行
う
﹂
と

述
べ
、
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
に
緊

急
事
態
が
発
生
し
て
い
る
こ
と

を
宣
言
し
、
国
土
安
全
保
障
省

や
連
邦
緊
急
事
態
管
理
庁
︵
Ｆ

Ｅ
Ｍ
Ａ
︶
に
全
て
の
災
害
救
援

活
動
を
調
整
す
る
権
限
を
与
え

た
。
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
西
部
の

メ
イ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
は
、
ろ
う

そ
く
工
場
が
竜
巻
の
直
撃
に
よ

り
倒
壊
。
工
場
で
は
当
時
、
約

１
１
０
人
の
従
業
員
が
勤
務
し

て
い
た
と
い
う
。
米
国
メ
デ
ィ

ア
に
よ
る
と
、
8
人
の
死
亡
が

確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
イ
リ
ノ
イ
州
南
西
部

の
エ
ド
ワ
ー
ズ
ヒ
ル
で
は
、
米

小
売
り
最
大
手
の
ア
マ
ゾ
ン
の

物
流
倉
庫
が
一
部
崩
壊
し
、
こ

れ
ま
で
に
6
人
の
死
亡
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。

　

自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
ゼ
ネ
ラ

ル
モ
ー
タ
ー
ズ
︵
Ｇ
Ｍ
︶
が
ス

ポ
ー
ツ
カ
ー
の﹁
コ
ル
ベ
ッ
ト
﹂

を
生
産
す
る
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州

ボ
ー
リ
ン
グ
グ
リ
ー
ン
工
場
で

は
、
竜
巻
に
よ
り
施
設
の
一
部

で
火
災
が
発
生
し
、
同
社
広
報

に
よ
る
と
、
修
復
の
た
め
に
1

週
間
は
操
業
を
停
止
す
る
と
し

て
い
る
︵
オ
ー
ト
モ
ー
テ
ィ
ブ

ニ
ュ
ー
ス
12
月
12
日
︶。

　

ジ
ェ
ト
ロ
が
発
信
し
て
い
る

ビ
ジ
ネ
ス
短
信
の
受
信
希
望
者

は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
必
要
事
項

を
記
入
し
登
録
で
き
る
。

https://w
w

w
.jetro.go.jp/

fo
rm

5
/p

u
b

/n
y

a
/n

a
_

new
sletter

南部６州で竜巻
ジェトロ米州課がビジネス短信で詳報

自
動
車
工
場
や
倉
庫
直
撃

被
害
甚
大
の
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
州
に
非
常
事
態
宣
言

http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
https://www.jetro.go.jp/form5/pub/nya/na_newsletter
https://michaeldunnlaw.com
http://rblpartners.com/
mailto:info@tsutech.com
http://www.nykoshin.com
http://kkobo.com/
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.rostamilaw.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
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Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ス
モ
メ
デ
ィ
ア
・

ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
ク
︵
本
社
・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
︶
は
、
年
末
に

向
け
て
配
信
コ
ン
テ
ン
ツ
を
強

化
し
、
家
族
全
員
が
楽
し
め
る

番
組
を
提
供
す
る
。
ｄ
ラ
イ
ブ

名
小
説
を
ド
ラ
マ
化
し
た
﹁
鉄

の
骨
﹂、
人
気
沸
騰
中
の
才
人
・

星
野
源
が
主
演
を
務
め
た
﹁
プ

ラ
ー
ジ
ュ
〜
訳
あ
り
ば
か
り
の

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
〜
﹂
や
有
村
架

純
と
坂
口
健
太
郎
の
ヒ
ュ
ー
マ

ン
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー﹁
そ
し
て
、

生
き
る
﹂
な
ど
の
ド
ラ
マ
を
放

送
す
る
。
ま
た
﹁
ガ
イ
ア
の
夜

明
け
﹂、﹁
カ
ン
ブ
リ
ア
宮
殿
﹂

な
ど
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番

組
、
大
人
気
バ
ラ
エ
テ
ィ
﹁
世

界
の
果
て
ま
で
イ
ッ
テ
Ｑ
！
﹂

も
登
場
す
る
。

　

詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://dlibjapan.net/

パ
ソ
コ
ン
で
日
本
の
番
組

ｄ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ジ
ャ
パ
ン

ラ
リ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
正
式
に
権

利
許
諾
を
得
た
ア
メ
リ
カ
・
カ

ナ
ダ
で
の
動
画
配
信
サ
ー
ビ

ス
。
日
本
と
同
時
期
放
送
の
最

新
ド
ラ
マ
か
ら
、
英
語
字
幕
付

き
の
映
画
、
人
気
バ
ラ
エ
テ
ィ

ー
、﹁
ア
ン
パ
ン
マ
ン
﹂
な
ど

の
子
ど
も
番
組
も
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
が
あ
れ
ば
、
パ
ソ

コ
ン
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、
タ

ブ
レ
ッ
ト
、R

oku

、A
pple 

T
V

な
ど
で
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
12
月
31
日
ま
で

に
新
規
加
入
ま
た
は
再
開
し

て
、
３
か
月
分
を
ま
と
め
て
払

う
と
４
か
月
目
の
視
聴
料
が
無

料
に
な
る
﹁
ま
と
め
払
い
で
お

得
﹂
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し

て
い
る
。

　

12
月
ス
タ
ー
ト
の
番
組
は
、

数
々
の
賞
を
受
賞
し
熱
狂
的
な

フ
ァ
ン
を
生
み
出
し
た
大
ヒ
ッ

ト
ド
ラ
マ
、
通
称
﹁
チ
ェ
リ
ま

ほ
﹂
や
、
松
重
豊
主
演
の
人
気

グ
ル
メ
ド
ラ
マ
﹁
孤
独
の
グ
ル

メ
﹂の
最
新
シ
リ
ー
ズ
が
登
場
。

W
O

W
O

W

開
局
30
周
年
記
念

作
品
、
東
野
圭
吾
原
作
の
﹁
さ

ま
よ
う
刃
﹂、
池
井
戸
潤
の
同

︽
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
ギ
ャ
ラ
リ
ー

２
０
２
２
年
度
応
募
規
定
︾

■
募
集
対
象
：
本
紙
で
過
去
に

記
事
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
こ
と

の
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
将
来

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の
個
展
開
催

や
グ
ル
ー
プ
展
参
加
を
希
望
す

る
作
家
。
日
本
を
含
む
米
国
外

居
住
者
も
受
け
付
け
ま
す
。

■
展
示
作
品
：
絵
画
、
写
真
、

彫
刻
︵
写
真
︶
な
ど
平
面
で
表

現
で
き
る
画
像
と
し
て
最
大
10

点
ま
で
。
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
︵
日

本
語
と
英
語
︶
、
作
家
の
顔
写

真
、
作
家
の
ブ
ロ
グ
、
Ｈ
Ｐ
も

記
載
。

■
展
示
期
間
：
１
年
間
。
更
新

可
能
︵
更
新
時
に
作
品
の
入
れ

替
え
が
可
能
で
す
︶

■
掲
載
料
：
年
間
２
０
０
ド

ル
。
更
新
料
は
１
０
０
ド
ル
。

■
販
売
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
：
２

割
。

■
掲
載
後
の
作
品
の
入
れ
替
え

料
：
１
作
品
に
つ
き
手
数
料
20

ド
ル
。
更
新
時
の
入
れ
替
え
は

無
料
。

■

申

し

込

み

と

問

い

合

わ

せ

：

電

話

２
１
２
・
２
１
３
・
６
０
６
９
、

Ｅ

メ

ー

ル: m
iura@

nyseikatsu.com

　

︵
担
当
・
三
浦
︶
ま
で
。

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
ギ
ャ
ラ
リ
ー

新
年
度
展
示
参
加
者
を
募
集

本紙ウェブサイトから世界へ発信

https://nyseikatsu.com/gallery/

https://dlibjapan.net/
https://dlibjapan.net/
https://dlibjapan.net/
https://nyseikatsu.com/gallery/
https://www.samuraimama.com/
tel:2019438003
http://takesushi.us/
https://shopnyseikatsu.com/


(9  )　　 ［総　合］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2021 年（令和 3 年）12 月18 日（土）

 ローカル
  スクランブル　

　

４
日
付
の
Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙

電
子
版
の
記
事
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
が
も
た

ら
し
た
米
国
内
の
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
混
乱
の
影
響
で
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
カ
ー
の
好
物
の
ベ
ー
グ

ル
や
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
に
無
く
て

は
な
ら
な
い
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ

が
供
給
不
足
に
陥
っ
て
い
る
と

伝
え
た
。 

　

同
記
事
に
よ
る
と
、
Ｎ
Ｙ
の

ベ
ー
グ
ル
店
は
数
週
間
毎
に
千

ポ
ン
ド
単
位
で
ク
リ
ー
ム
チ
ー

ズ
を
購
入
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
の

ベ
ー
グ
ル
店
が
扱
う
ク
リ
ー
ム

チ
ー
ズ
の
レ
シ
ピ
は
１
８
７
０

年
代
に
遡
り
、
ス
ー
パ
ー
で

売
ら
れ
て
い
る
製
品
と
は
異
な

る
未
加
工
で
、
各
店
毎
に
配
合

を
加
え
て
い
る
。
車
や
衣
類
な

ど
物
流
の
遅
延
は
夏
季
頃
か
ら

深
刻
化
し
て
い
た
が
、
ク
リ
ー

ム
チ
ー
ズ
の
供
給
不
足
は
突
然

で
、
製
造
会
社
の
人
材
不
足
、

輸
送
の
運
転
手
不
足
、
ワ
ク
チ

ン
未
接
種
の
従
業
員
の
欠
勤
、

梱
包
材
の
不
足
が
主
な
原
因
と

な
っ
て
い
る
。
通
常
１
ケ
ー
ス

50
ポ
ン
ド
で
90
ド
ル
だ
っ
た
卸

価
格
が
、
現
在
は
４
ケ
ー
ス
で

７
２
６
ド
ル
と
高
騰
し
て
い

る
。
ベ
ー
グ
ル
店
は
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
や
ク
ル
ミ
、
レ
ー
ズ
ン

な
ど
で
挟
む
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ

を
か
さ
増
し
す
る
な
ど
工
夫
を

し
て
い
る
が
、
ク
リ
ー
ム
チ
ー

ズ
の
量
や
配
分
が
少
な
け
れ
ば

買
わ
な
い
、
と
い
う
客
も
少
な

く
な
い
と
い
う
。 

　

一
方
、
有
名
チ
ー
ズ
ケ
ー

キ
店
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
は
９
日
の

Ｃ
Ｎ
Ｎ
ニ
ュ
ー
ス
の
イ
ン
タ
ー

ビ
ュ
ー
に
対
し
、
３
日
に
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
の
工
場
で
の
チ

ー
ズ
ケ
ー
キ
の
製
作
を
一
時
中

断
し
５
日
に
再
開
し
た
も
の

の
、
９
日
に
再
び
中
断
と
な

っ
た
こ
と
を
伝
え
た
。
同
店

の
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
の
レ
シ
ピ

は
、
１
９
５
０
年
の
開
業
当
時

か
ら
変
わ
ら
ず
、
材
料
の
85
％

を
ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
が
占
め
て

い
る
。
同
店
チ
ェ
ー
ン
の
ア
ラ

ン
・
ロ
ー
ゼ
ン
社
長
は
、
繁
忙

期
12
月
の
打
撃
に
﹁
祈
り
な
が

ら
何
と
か
事
業
を
継
続
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
話
し
て
い

る
。
Ｎ
Ｙ
州
の
大
手
食
品
流
通

の
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
・
フ
ー
ズ
は
、

困
惑
し
た
ベ
ー
グ
ル
店
か
ら
何

百
件
も
の
問
い
合
わ
せ
の
対
応

に
追
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
ま

た
10
日
付
の
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ

電
子
版
の
記
事
は
、
ウ
ィ
ス
コ

ン
シ
ン
州
を
拠
点
と
す
る
乳
製

品
の
製
造
、
流
通
を
行
っ
て
い

る
シ
ュ
ラ
イ
バ
ー
・
フ
ー
ズ
社

の
工
場
や
配
送
セ
ン
タ
ー
が
今

年
10
月
に
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
受

け
、
一
時
休
業
し
た
こ
と
も
原

因
の
ひ
と
つ
と
伝
え
て
い
る
。 

ク
リ
ー
ム
チ
ー
ズ
が
足
り
な
い
！

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
混
乱
で

ケ
ー
キ
屋
さ
ん
ピ
ン
チ

●
ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
・
ホ
リ

デ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
に
地
元

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
ジ
ュ
エ

リ
ー
や
ペ
ッ
ト
用
品
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
な
ど
、
ギ
フ
ト
シ
ョ
ッ

プ
が
ず
ら
り
と
１
７
１
店
並

ぶ
。
時
間
は
、
月
〜
金
曜
が
午

前
11
時
か
ら
午
後
８
時
、
土
曜

が
午
前
10
時
か
ら
午
後
８
時
、

日
曜
が
午
前
11
時
か
ら
午
後
７

時
ま
で
。
12
月
24
日
︵
金
︶
午

後
４
時
で
終
了
。

●
ホ
リ
デ
ー
シ
ョ
ッ
プ
ス
・
ア

ッ
ト
・
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
パ
ー
ク

　

中
央
の
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
リ

ン
ク
を
囲
む
よ
う
に
公
園
全
体

を
使
い
１
７
０
店
が
軒
を
連
ね

る
。バ
ン
ク
・
オ
ブ
・
ア
メ
リ
カ
・

ウ
ィ
ン
タ
ー
ビ
レ
ッ
ジ
に
は
巨

大
ツ
リ
ー
や
バ
ー
＆
フ
ー
ド
ホ

ー
ル
﹁
ザ
・
ロ
ッ
ジ
﹂
も
あ
り

暖
か
い
室
内
で
食
事
も
可
。
時

間
は
、
月
〜
金
曜
が
午
前
11
時

か
ら
午
後
８
時
、
土
日
が
午

前
10
時
か
ら
午
後
８
時
ま
で
。

２
０
２
２
年
１
月
２
日
︵
日
︶

ま
で
営
業
す
る
＝
写
真
上
＝
。

●
コ
ロ
ン
バ
ス
サ
ー
ク
ル
・
ホ

リ
デ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
へ
の
入

り
口
が
あ
る
59
丁
目
と
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
・
ウ
エ
ス
ト
に
65

店
が
出
店
。
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

囲
む
﹁E

A
T

S

﹂
エ
リ
ア
に
は
、

韓
国
の
コ
ー
ン
ド
ッ
ク
や
ワ
ッ

フ
ル
な
ど
各
国
の
フ
ー
ド
店
と

イ
ー
テ
ィ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
も
あ

る
。
時
間
は
、
月
〜
土
曜
が
午

前
11
時
か
ら
午
後
８
時
、
日
曜

は
午
後
７
時
ま
で
。
12
月
24
日

︵
金
︶
午
後
４
時
で
終
了
。

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
、
ブ
ラ
イ

ア
ン
ト
パ
ー
ク
、
コ
ロ
ン
バ
ス

サ
ー
ク
ル
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店

マ
ッ
プ
な
ど
の
詳
細
は
、
主
催

す
る
ア
ー
バ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
urbanspaceny

c.com
/

を

参
照
。

大好評 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
Ｔ
Ｖ

 www.nyseikatsu.com

ホリデーマーケット
Xマス商戦で大盛況

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
の
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
tel:5168833500
http://www.jwsny.org
tel:5168833046
http://ariyoshiny.com
https://japaneseschool.org
https://www.odogallery.nyc/
https://www.urbanspacenyc.com/
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世
界
中
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
が

コ
ロ
ナ
感
染
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

に
よ
り
キ
ャ
ン
セ
ル
に
な
っ
て

以
来
、
初
の
マ
イ
ア
ミ
・
ア
ー

ト
・
ウ
ィ
ー
ク
が
12
月
２
日
か

ら
５
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
普

段
よ
り
も
海
外
か
ら
の
参
加
が

少
な
い
な
が
ら
も
、
日
本
を
含

め
、
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ

リ
ア
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
が
参
加
し
、
ど
の
会

場
も
予
約
が
取
れ
な
い
ほ
ど

多
く
の
人
で
賑
わ
っ
て
い
た
。

　

日
本
か
ら
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

は
﹁
ア
ー
ト
バ
ー
ゼ
ル
﹂
に
ナ

ン
ヅ
カ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
ペ
ロ
タ

ン
東
京
、﹁
ス
コ
ー
プ
﹂
に
は

靖
山
画
廊
、
ジ
ャ
パ
ン
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン
、﹁
ナ
ダ
・
マ
イ
ア

ミ
﹂
に
はK

A
Y

O
K

O
Y

U
K

I

ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
シ
ン
プ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
が

参
加
し
た
。

　

海
沿
い
の
明
る
い
ス
コ
ー
プ

の
会
場
に
あ
る
靖
山
画
廊
で

は
、
珍
し
い
技
法
を
使
っ
た
日

本
画
家
の
高
橋
健
太
の
作
品
に

注
目
を
集
め
た
。
プ
リ
ン
テ

ッ
ド
マ
タ
ー+

エ
グ
ザ
イ
ル

ブ
ッ
ク
ス
ナ
ダ
・
マ
イ
ア
ミ

︵P
rin

ted M
atter+

E
x

ile 
B

ooks at N
A

D
A

 M
iam

i

︶

の
セ
ク
シ
ョ
ン
に
参
加
し
た
シ

ン
プ
ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
は
ア
ク
リ
ル
を
用

い
た
作
品
の
小
林
園
実
、
写
真

を
媒
体
に
用
い
た
城
林
希
里
香

な
ど
、
日
本
人
作
家
の
本
や
紙

で
作
ら
れ
た
オ
ブ
ジ
ェ
本
が
扱

わ
れ
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
感
染
が

始
ま
っ
て
か
ら
キ
ャ
ン
セ
ル

続
き
の
ア
ー
ト
フ
ェ
ア
だ
が
、

大
々
的
に
行
わ
れ
た
今
回
の
ア

ー
ト
ウ
ィ
ー
ク
で
は
、
カ
ラ
フ

ル
な
色
の
服
で
お
し
ゃ
れ
を
楽

し
み
な
が
ら
参
加
し
て
い
る

人
々
で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

︵
城
林
希
里
香
︶

左から平野雅美、マドセン・サラ、城林希里香、山上晃葉

マイアミで
アート週間
日本のギャラリーも参加

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
活
動
す
る

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
小
名
木
光
貴

︵
こ
な
ぎ
・
み
つ
た
か
︶
の
作

品
展
が
、
イ
ー
ス
ト
ビ
レ
ッ
ジ

に
あ
る
和
ア
ン
テ
ィ
ー
ク
ギ
ャ

ラ
リ
ー
の
マ
カ
リ
︵
３
番
街
97

番
地
、12
丁
目
と
13
丁
目
の
間
︶

で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
キ
ャ
ン
バ
ス
に
陶

片
を
使
っ
た
ア
ー
ト
作
品
を
制

作
し
て
い
た
小
名
木
に
と
っ
て

初
め
て
と
な
る
﹁
フ
ァ
ン
ク
シ

ョ
ナ
ル
・
シ
リ
ー
ズ
﹂
作
品
。

ろ
く
ろ
を
使
わ
ず
、
シ
ン
プ
ル

で
あ
ま
り
主
張
し
す
ぎ
な
い
、

で
も
そ
れ
ぞ
れ
個
性
が
あ
る
お

皿
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
と
い
う
。

カ
ラ
フ
ル
な
着
色
に
つ
い
て
、

﹁
た
と
え
同
じ
色
を
つ
け
て
も

土
の
色
や
焼
く
温
度
に
よ
っ
て

色
や
表
情
が
変
わ
る
の
で
そ
れ

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
色
に
つ

い
て
、
僕
は
色
弱
で
他
の
人
と

は
色
の
見
え
方
が
違
う
ん
で
す

け
ど
、
そ
れ
も
楽
し
ん
で
も
ら

え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
初
め
て

﹃
使
え
る
も
の
﹄
を
作
っ
た
の

で
よ
か
っ
た
ら
見
に
来
て
下
さ

い
﹂
と
話
し
て
い
る
。

　

問

い

合

わ

せ

は

電

話

２
１
２
・
９
９
５
・
５
８
８
８
ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

http://w
w

w
.them

akari.
com

を
参
照
す
る
。

小名木光貴
アート作品展

http://www.themakari,com
https://shopnyseikatsu.com/
tel:2122136069
https://shopnyseikatsu.com/
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 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

　

歌
舞
伎
の
演
目
の
一
つ
﹃
義

経
千
本
桜
﹄
は
、
江
戸
中
期

１
７
４
７
年
11
月
大
阪
竹
本
座

で
初
上
演
さ
れ
た
。
源
平
合
戦

と
い
う
史
実
を
も
と
に
、
五
幕

あ
る
場
に
て
主
人
公
が
代
わ

り
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
間
模
様
が

色
濃
く
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
義

経
が
兄
源
頼
朝
と
の
争
い
を
好

ま
な
い
こ
と
を
は
じ
め
に
登
場

す
る
者
た
ち
の
人
情
深
さ
か

ら
、
日
本
人
︵
大
和
民
族
︶
の

も
つ
ヤ
ッ
プ
遺
伝
子
の
特
色
が

垣
間
見
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
宙

吊
り
な
ど
舞
台
仕
掛
け
の
面
白

さ
も
楽
し
め
る
演
目
だ
。
物
語

は
、
義
経
が
屋
島
の
源
平
合
戦

で
大
活
躍
し
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
頼
朝
の
策
略
で
都
落
ち
に

な
リ
各
地
を
逃
亡
す
る
道
中
、

じ
つ
は
生
き
延
び
て
い
た
平
家

武
将
の
︵
維
盛
︶、
知
盛
、
教

経
ら
が
復
讐
を
誓
う
展
開
が
中

心
と
な
る
。
一
方
、
義
経
は
、

京
に
滞
在
中
に
出
会
っ
た
白
拍

子
︵
男
性
の
服
装
に
刀
を
身
に

つ
け
舞
い
を
披
露
す
る
遊
女
で

も
あ
る
︶
の
静
御
前
を
愛
妾
に

す
る
が
落
ち
ゆ
く
旅
に
は
連
れ

て
行
か
れ
ず
、
後
白
河
院
の
御

所
か
ら
戦
勝
の
功
と
し
て
賜
っ

た
初
音
の
鼓
を
彼
女
に
与
え
て

一
緒
に
木
に
縛
り
つ
け
去
っ
た

後
、
追
手
の
危
機
に
晒
さ
れ
る

静
を
救
っ
た
家
臣
の
佐
藤
忠
信

︵
そ
の
正
体
は
鼓
の
皮
に
さ
れ

た
狐
の
子
供
︶
に
﹁
源
九
郎
義

経
﹂
の
名
を
与
え
静
の
お
供
を

命
じ
る
。
静
は
恋
慕
の
義
経
を

思
い
鼓
を
打
ち
、
そ
れ
を
聴
き

な
が
ら
忠
信
狐
は
親
を
乞
う
な

ど
哀
愁
を
描
く
。

　

こ
の
演
目
の
見
ど
こ
ろ
は
、

﹁
渡
海
屋
・
大
物
浦
の
段
﹂
の

平
知
盛
が
幽
霊
姿
で
義
経
を
襲

お
う
と
し
た
あ
た
り
。﹁
す
し

屋
﹂
の
い
が
み
の
権
太
は
重
ね

た
評
判
の
悪
さ
を
撤
回
す
る
た

め
、
維
盛
を
救
い
た
い
父
の
手

助
け
を
試
み
る
が
裏
目
に
で
る

末
路
。
桜
が
満
開
の
吉
野
の
山

中
で
静
御
前
が
鼓
を
打
つ
と
、

忠
信
狐
が
現
れ
る
場
面
。
つ
い

に
登
場
す
る
本
物
の
忠
信
が
、

義
経
よ
り
哀
れ
み
で
初
音
の
鼓

を
も
ら
っ
て
喜
ぶ
忠
信
狐
か
ら

通
力
を
う
け
、
義
経
を
狙
っ
た

猛
将
の
教
経
を
追
い
詰
め
る
と

こ
ろ
な
ど
。

　

と
こ
ろ
で
、
義
経
と
京
都
の

吉
野
山
で
別
れ
て
京
へ
向
か
う

途
中
、
頼
朝
の
追
手
に
捕
ま
り

鎌
倉
へ
送
ら
れ
た
静
御
前
は
、

義
経
の
み
な
ら
ず
鎌
倉
中
の

人
々
を
魅
了
し
た
華
麗
な
舞
の

名
手
と
い
わ
れ
、
鶴
岡
八
幡
宮

で
舞
を
披
露
し
た
こ
と
は
有
名

だ
︵
頼
朝
に
白
拍
子
と
し
て
踊

る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
る
が
、
義

経
を
慕
う
歌
を
唄
い
、
頼
朝
を

激
怒
さ
せ
た
と
い
う
︶
そ
の
華

や
か
に
舞
っ
て
い
る
姿
を
ジ
ュ

エ
リ
ー
の
中
で
最
大
限
に
表
現

し
た
の
が
、
歌
舞
伎
俳
優　

市

川
九
團
次
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ

る
︵
株
︶
ク
ロ
ス
フ
ォ
ー
の
ブ

ラ
ン
ド
［
花
ひ
ら
く
］
シ
リ
ー

ズ
の
商
品
名﹁
涙
桜
﹂﹁
桜
の
舞
﹂

だ
。

津
延
美
衣
︵
つ

の

べ

み

え

︶

＝
Ｎ
Ｙ
州
立

大
学
Ｆ
Ｉ
Ｔ

卒
業
。
米
国
宝
石
学
会
鑑
定

士
。
運
命
学
・
自
然
医
学
・
ア

ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・
食
文
化
等
の

知
識
を
生
か
し
、
健
康
で
楽
し

く
感
動
的
な
人
生
を
描
く
プ
ラ

ン
ナ
ー
・
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
兼
ジ

ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。
美

時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：http//

mijikan.blogspot.com/

写真 : クロス
フォー株式会社
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山
梨
と
宝
石

﹁
歌
舞
伎
の
演
目
﹃
義
経
千
本
桜
﹄
と
ジ
ュ
エ
リ
ー
﹂
20

　

病
気
や
災
害
、
自
死
︵
自
殺
︶

な
ど
で
親
を
亡
く
し
た
子
ど
も

た
ち
や
、
障
が
い
な
ど
で
親
が

働
け
な
い
家
庭
の
子
ど
も
た
ち

を
奨
学
金
、
教
育
支
援
、
心
の

ケ
ア
で
支
え
る
民
間
非
営
利
団

体
、
あ
し
な
が
育
英
会
の
米
国

法
人A

shinaga U
SA

の
代

表
に
今
年
８
月
就
任
し
た
。
本

体
と
な
る
日
本
の
あ
し
な
が
育

英
会
を
創
設
し
た
玉
井
義
臣
会

長
︵
86
︶
か
ら
の
熱
意
あ
る
ラ

ブ
コ
ー
ル
に
心
を
動
か
さ
れ

た
。
玉
井
会
長
と
の
出
会
い
は
、

２
０
１
１
年
の
東
日
本
大
震
災

の
直
後
、
震
災
に
よ
っ
て
親
を

亡
く
し
た
遺
児
た
ち
と
共
に
、

タ
イ
ム
ズ
ス
ク
エ
ア
で
の
街
頭

募
金
活
動
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
参
加
し
た
と
き
だ
っ
た
。

﹁
会
長
の
団
体
に
対
す
る
思
い
、

子
ど
も
た
ち
を
守
る
こ
と
に
命

を
注
ぎ
続
け
、
教
育
が
い
か
に

大
切
か
と
い
う
お
話
に
、
心
を

打
た
れ
、
何
が
し
か
の
形
で
お

役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
た
﹂。　

そ
の
後
、
ア
メ
リ
カ
に
オ
フ
ィ

ス
を
構
え
る
こ
と
と
な
り
、
ボ

ー
ド
メ
ン
バ
ー
と
し
て
ま
ず
、

A
shinaga U

SA

の
仲
間
に

加
わ
る
機
会
を
得
て
、
今
回
の

代
表
就
任
と
な
っ
た
。

　

も
と
も
と
寺
尾
さ
ん
は

自
身
が
持
つ
非
営
利
団
体　

M
ST

E
R

IO

︵
ミ
ス
テ
リ
オ
︶

と
い
う
子
ど
も
を
対
象
に
し
た

バ
イ
リ
ン
ガ
ル
・
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
や
、
世
界
中
の
子
ど
も
に

手
作
り
の
人
形
を
届
け
る
活
動

を
続
け
て
い
る
。
そ
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
は 

﹁H
ow

 to m
ake a 

difference

﹂。
玉
井
会
長
の

理
念
の
中
に
、
こ
の
﹁M

ake 
A

 D
ifference

﹂
の
精
神
を

多
く
感
じ
こ
と
も
引
き
受
け
た

大
き
な
理
由
だ
っ
た
﹂そ
う
だ
。

　

東
京
都
出
身
。
小
学
校
か
ら

女
子
校
で
一
貫
教
育
を
受
け
、

高
校
３
年
の
時
に
１
年
間
シ
カ

ゴ
に
留
学
し
た
こ
と
が
人
生
に

影
響
を
与
え
た
。
米
国
大
使
館

商
務
省
、フ
ジ
テ
レ
ビ
制
作
部
、

伊
藤
忠
商
事
ア
メ
リ
カ
の
社
長

秘
書
を
経
て
、
モ
ル
ガ
ン
ス
タ

ン
レ
ー
証
券
東
京
支
社
に
入

社
。
そ
の
後
、
Ｎ
Ｙ
本
社
モ
ル

ガ
ン
ス
タ
ン
レ
ー
証
券
会
社
に

移
籍
、
エ
グ
ゼ
ク
テ
イ
ブ
・
デ

イ
レ
ク
タ
ー
を
経
て
退
社
。
モ

ル
ガ
ン
ス
タ
ン
レ
ー
在
籍
中
の

２
０
０
１
年
にM

ST
E

R
IO

を
立
ち
上
げ
た
。

　

両
親
と
弟
の
四
人
家
族
で
育

ち
、
父
睦
夫
︵
故
人
︶
は
大
手

化
学
品
メ
ー
カ
ー
、
ラ
イ
オ
ン

ン
の
重
役
で
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
来

日
公
演
︵
１
９
６
６
年
︶
招
聘

の
要
と
な
っ
た
り
、
テ
レ
ビ
番

組
﹁
８
時
だ
ヨ
！
全
員
集
合
﹂

の
名
付
け
親
で
も
あ
っ
た
り
と

ア
イ
デ
ア
マ
ン
で
行
動
力
あ
る

父
親
だ
っ
た
。
寺
尾
さ
ん
の
人

徳
は
ま
さ
に
父
親
譲
り
だ
。

　

A
shinaga

で

は
、

主

に

ア
フ
リ
カ
の
遺
児
た
ち
が
米

国
の
大
学
で
学
ぶ
た
め
の
学

業
支
援
を
行
な
っ
て
い
る
。

﹁A
shinaga

は
ス
カ
ラ
ー
た

ち
の
命
を
預
か
っ
て
い
る
大
切

な
役
割
を
果
た
さ
ね
ば
な
ら
な

い
﹂
と
い
う
会
長
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
胸
に
コ
ロ
ナ
後
の
大
航
海

時
代
へ
と
船
出
す
る
。

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
は
本

人
提
供
︶

世
界
の
遺
児
に
教
育
支
援
米
国
か
ら

Ashinaga USA
米国代表

寺尾 のぞみさん

https://www.licensepower.net/
tel:9175773969
https://mijikan.blogspot.com/
tel:2014031647
https://www.myhappytummyclub.com/
http://www.yamagatadental.com
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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 BOOKS
　

日
本
ク
ラ
ブ
︵
上
野
佐
有
会

長
︶
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
商

工
会
議
所
︵
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
、
高
岡

英
則
会
頭
︶
こ
の
ほ
ど
合
同
で
、 

昨
年
来
続
け
て
い
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
医
療
チ
ー
ム
へ
の
﹁
お

弁
当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹂
を
白
書

に
ま
と
め
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ
の
電
子
冊

子
と
し
て
発
表
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
︵C

O
V

ID
-19

︶
は
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
と
言
わ
れ
る
世
界
的
な

流
行
と
な
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
進
ん
だ
と
は
い
え
、
医
療
従

事
者
は
今
も
そ
の
治
療
や
対
応

に
日
々
追
わ
れ
て
い
る
。
昨
年

3
月
22
日
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は

ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
を
実
施
し
、
そ

の
中
で
日
本
ク
ラ
ブ
は
﹁
私

た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
い

か
？
﹂
と
考
え
、
過
酷
な
状
況

下
で
働
い
て
い
る
医
療
従
事
者

に
無
償
で
弁
当
を
差
し
入
れ
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
﹁Let’

s 

S
u

p
p

o
rt C

O
V

ID
-1

9 
F

ighters!  �

 

Ｎ
Ｙ
の
医
療

チ
ー
ム
へ
お
弁
当
を
届
け
よ

う
﹂
を 

昨
年
5
月
7
日
に
開

始
し
、
現
在
も
進
行
中
だ
。
日

本
ク
ラ
ブ
と 

Ｎ
Ｙ
日
本
商
工

会
議
所
︵
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ 

︶
が
懸

け
橋
と
な
り
、
企
業
・
個
人
か

ら
の
協
賛
と
米
国
日
本
人
医
師

会
︵
Ｊ
Ｍ
Ｓ
Ａ
︶
か
ら
の
協
力

を
得
て
、
週
1
回
１
３
０
個
の

弁
当
を
2
つ
の
病
院
に
配
達
、

２
０
２
１
年
6
月
で
配
達
し
た

弁
当
の
数
が
１
万 

個
を
超
え
、

12
月
末
で
総
数
１
万
２
５
２
０

個
の
弁
当
を
配
達
し
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
状

況
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
弁

当
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ペ
ー
ジ

や
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
﹁C

lub 
N

ew
s

﹂
で
報
告
し
て
い
る

が
、
２
０
２
０
年
5
月
か
ら 

２
０
２
１
年
8
月
ま
で
の
活
動

状
況
を
こ
の
ほ
ど
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
よ

る
電
子
冊
子
﹁
お
弁
当
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
白
書
﹂
と
し
て
ま
と
め

た
。

　

こ
の
活
動
に
つ
い
て
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の
山
野
内
勘

二
大
使
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ

﹁
私
は
、
日
本
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
が
一
致
団
結
し
て
﹃
お
弁

当
﹄
と
い
う
励
ま
し
を
届
け
る

そ
の
献
身
的
な
姿
に
感
動
し
、

敬
服
し
た
。
そ 

の
気
持
ち
を

込
め
て
、
日
本
ク
ラ
ブ
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会
、
米
国
日

本
人
医
師
会
に
対
し
て
在
外
公

館
長
表
彰
を
授
与
さ
せ
て
頂
い

た
。
ま
た
、
日
本
総
領
事
館
と

し
て
も
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
立

ち
向
か
う
現
場
の
人
々
へ
の
敬

意
と
感
謝
を
伝
え
る
と
と
も

に
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
甚
大 

な

影
響
を
被
っ
て
い
る
日
本
食
レ

ス
ト
ラ
ン
を
支
援
す
べ
き
と

考
え
た
。
今
年
2
月
か
ら
3
月

に
か
け
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日

系
人
会
、
ニ
ュ
ー 

ヨ
ー
ク
日

本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
協
会
と
連
携

し
、１
０
５
９
食
の
﹁
お
弁
当
﹂

を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
食
レ

ス
ト
ラ
ン
か
ら
買
い
上
げ
、
病

院
、
警
察
署
、
消
防
署
、
市
衛

生
当
局
な
ど
に
届
け
た
。
日
本

食
を
通
じ
た
日
本
文
化
紹
介
に

も
な
っ
た
と
思
う
﹂
と
同
白
書

の
中
で
述
べ
て
い
る
。

　

白
書
で
は
、
こ
の
活
動
が
テ

レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
、
Ｕ
Ｓ
フ
ロ
ン

ト
ラ
イ
ン
、
企
業
概
況
ニ
ュ
ー

ス
、
さ
く
ら
ラ
ジ
オ
、
地
元
テ

レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
局
Ｎ
Ｙ
１
で
紹

介
さ
れ
た
と
報
告
し
て
い
る
。

　

日
本
ク
ラ
ブ
料
理
長
、
安
陵

秀
樹
さ
ん
は
﹁
お
弁
当
は
和
食

と
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
の
２
種
類
を

提
供
し
て
お
り
、
味
付
け
は
和

風
に
仕
上
げ
て
お
り
ま
す
。
キ

ッ
チ
ン
ス
タ
ッ
フ
も
健
康
管
理

に
は
日
々
気
を
使
い
、
日
本
食

を
通
し
て
地
域
社
会
貢
献
で
き

て
い
る
こ
と
に
誇
り
を
持
ち
な

が
ら
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
﹂
と
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
中
で
の
支
援
活
動
の

様
子
を
白
書
の
中
で
語
っ
て
い

る
。
同
白
書
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
は
日
本
ク
ラ
ブ
へ
。
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://w

w
w

.
nipponclub.org/

「医療従事者へ弁当」白書に

 日本クラブ、NY 日商（JCCI）・刊

■三十の反撃 （ソン・ウォンピョン、祥伝社）主人公は
1988 年生まれ、30 歳になった非正規女性社員キム・ジ
ヘ。正社員を夢見て生きている彼女は同い年の男性ギュオ
クと習い事で知り合う。ギュオクら受講生 4 人は社会の不
条理を無抵抗のまま諦めず、少しでも世の中を動かそうと
行動を開始する。■シリコンバレーは日本企業を求めてい
る 世界が羨む最強のパートナーシップ「ジャパン・アズ・
ナンバーワン」と呼ばれた栄光の時代から一転、30 年と
いう長期の低迷に苦しんできた日本企業は外部とのバート
ナーシップを組むという変換が成功していない。世界トッ
プクラスのスタートアップやベンチャーと最強のパート
ナーシップを築くための新たな仕組みを紹介する。■あな
たにもある無意識の偏見（北村 英哉、河出書房新社）政
治家やテレビタレントなどが蔑視や差別だと気付かずうっ
かり失言したり、テレビ CM が世間とのズレがあって炎上
することが度々ある。著者の東洋大学社会学部社会心理学
科教授がこれは「歪んだ思い込み」から起きたものである
と具体例を出して、心理を分析し、失言と炎上を防ぐため
にの対処法を語る。■僕が夫に出会うまで（七崎良輔、文
春文庫）2019 年 2 月から文藝春秋オンラインで連載が始
まり、ランキング上位を独占したエッセーの文庫本化。著
者はオープンリーゲイで「LGBT コミュニティ江戸川」や
LGBT のためのウエディングプランニング会社を立ち上げる。子供の頃のイ
ジメ、セックスの話、恋人や夫との出会いを赤裸々に語る。■常設展示室 （原
田マハ、新潮文庫）アート小説の第一人者として大人気の作家・原田マハ。
人生の岐路に立つ人たちが辿り着いた世界各地の美術館。それらの美術館に
ある常設展示室に飾られた絵と人をめぐる 6 篇のストーリー。第 1 話はイー
ストビレッジに暮らし、メトロポリタン美術館で働く美青の話だ。■父のビ
スコ（平松洋子、小学館）世界各地を訪れて、食文化と暮らしを中心に執筆
するエッセイストの平松洋子が『本の窓』人気連載を元に、昭和、平成、令
和にまたがる家族にまつわる著者初めての自伝的エッセー集。生まれ育った
岡山県倉敷の暮らし、父母や祖父の目を通して語られる戦争の記憶。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

平
凡
な
ア
ラ
サ
ー
が
不
公
平
だ
ら
け
の
社
会
へ
反
撃
。
低
迷
を
続
け
る
日
本
企
業
へ
の

提
言
。
失
言
や
炎
上
は
な
ぜ
起
き
る
の
か
。
夫
と
の
出
会
い
を
赤
裸
々
に
語
る
。
常
備
展

示
室
の
絵
と
人
と
の
出
会
い
の
話
。
家
族
の
思
い
出
を
紡
ぐ
自
伝
的
エ
ッ
セ
ー
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

砂
漠
に
住
む
小
さ
な
ヤ
シ
の

木
の
コ
コ
は
、
歳
を
と
っ
た
コ

ウ
ノ
ト
リ
か
ら
遠
い
国
の
話
を

聞
く
の
が
大
好
き
。
な
か
で
も

ク
リ
ス
マ
ス
と
い
う
も
の
が
素

晴
ら
し
い
と
い
う
。
ク
リ
ス
マ

ス
へ
の
憧
れ
が
増
し
た
コ
コ
は

一
大
決
心
を
し
て
、
そ
れ
が
ど

ん
な
も
の
か
見
に
行
く
こ
と
に

し
ま
す
。
砂
地
か
ら
根
っ
こ
の

足
を
引
き
抜
き
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

お
じ
さ
ん
に
お
別
れ
の
ハ
グ
を

し
て
﹁
ぼ
く
も
ク
リ
ス
マ
ス
を

み
て
く
る
よ
！
﹂
と
希
望
を
胸

に
旅
立
っ
た
コ
コ
。
砂
漠
を
進

み
、
海
を
渡
り
、
た
ど
り
着
い

た
の
は
雪
の
降
る
街
で
し
た
。

南
国
育
ち
の
コ
コ
は
寒
さ
に
震

え
て
し
ま
い
ま
す
。
コ
コ
は
ク

リ
ス
マ
ス
を
ち
ゃ
ん
と
見
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

ハ
ワ
イ
の
よ
う
な
南
国
や
真

夏
の
南
半
球
で
も
ク
リ
ス
マ
ス

を
祝
う
場
所
は
あ
れ
ど
、
や
っ

ぱ
り
ク
リ
ス
マ
ス
に
は
雪
が
似

合
う
も
の
。
小
さ
な
ヤ
シ
の
木

の
冒
険
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

に
描
い
た
の
は
、
本
業
は
地
震

学
者
だ
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
人
童

話
作
家
。
独
特
の
視
点
で
描
く
、

ち
ょ
っ
と
風
変
わ
り
で
楽
し
い

ク
リ
ス
マ
ス
絵
本
。 

（
高
田
）

小
さ
な
ヤ
シ
の
木
の
大
冒
険

 『クリスマスをみにいったヤシの木』
作：マチュー・シルヴァンデール 

徳間書店　2013 年

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ

米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905 〜 72 年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951 年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65 か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて

「平和の鐘」を作り、54 年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56 年に日本は 80 番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62 周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark the 
opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Japan 
joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of peace 
from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店

United Nations Bookshop
48th Street and 1st Avenue

Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY 生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

https://www
https://www
https://usa.kinokuniya.com/
tel:2122136069
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 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
本
語

補
習
授
業
校︵
児
玉
亮
一
校
長
︶

の
継
承
日
本
語
コ
ー
ス
は
、
10

月
か
ら
11
月
に
か
け
て
﹁
マ
ス

ク
デ
ザ
イ
ン
﹂
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
し
た
。
マ
ス
ク
を
白
い

キ
ャ
ン
バ
ス
に
見
立
て
、
自
由

な
発
想
で
秋
を
テ
ー
マ
に
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
作
品
は
、
個
性
あ

ふ
れ
る
傑
作
ば
か
り
。
秋
を
彩

る
素
敵
な
マ
ス
ク
の
数
々
は
、

校
内
の
野
外
テ
ン
ト
や
オ
ン
ラ

イ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
上
で

展
示
さ
れ
、
コ
ー
ス
内
に
﹁
芸

術
の
秋
の
風
﹂
を
吹
か
せ
た
。

　

展
示
会
で
実
際
に
作
品
を
目

に
し
た
子
ど
も
た
ち
は
﹁
こ
ん

な
マ
ス
ク
が
あ
っ
た
ら
い
い

な
﹂﹁
ど
う
や
っ
て
描
い
た
ん

だ
ろ
う
。
す
ご
い
な
あ
﹂
な
ど

と
言
い
な
が
ら
鑑
賞
し
た
。
子

ど
も
た
ち
の
様
子
か
ら
、
ク
ラ

ス
の
枠
を
超
え
て
コ
ー
ス
内
で

同
じ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組

む
こ
と
は
、
つ
な
が
り
を
強
め

る
だ
け
で
な
く
、
ア
イ
デ
ア
や

意
見
を
交
換
し
合
う
貴
重
な
機

会
と
な
る
こ
と
が
観
察
さ
れ

た
。
ま
た
、
紙
に
デ
ザ
イ
ン
を

描
く
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
マ

ス
ク
を
作
成
し
た
り
、
マ
ス
ク

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
を
企
画

す
る
ク
ラ
ス
も
あ
り
、
み
ん
な

の
ア
イ
デ
ア
で
可
能
性
が
広
が

り
学
び
が
大
き
く
深
ま
っ
た
。

　

12
月
に
は
第
２
回
ク
イ
ズ
大

会
も
計
画
さ
れ
﹁
集
っ
て
・
学

ん
で
・
楽
し
ん
で
﹂
今
年
の
学

習
を
締
め
く
く
る
予
定
と
な
っ

て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
相
澤
順
校
長
︶
は
８
日
、

今
年
で
29
回
目
と
な
る
Ｎ
Ｙ
児

童
文
化
の
会
に
よ
る
お
話
会
を

学
校
﹂
を
鑑
賞
し
た
。
児
童
文

化
の
会
に
よ
る
動
い
た
り
光
っ

た
り
す
る
紙
人
形
劇
を
見
て
、

子
供
た
ち
は
話
の
世
界
に
引
き

込
ま
れ
て
い
た
。
低
中
学
年
対

象
の
﹁
バ
ナ
ナ
の
は
な
し
﹂
で

は
話
に
登
場
し
た
バ
ナ
ナ
の
苞

葉
の
実
物
を
見
せ
て
も
ら
っ
た

り
、
高
学
年
対
象
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
で
は
話
に
登
場
し
た
も

の
を
実
際
に
新
聞
で
作
る
体
験

が
あ
っ
た
り
と
、
子
供
た
ち
は

﹁
実
際
に
体
験
し
た
り
見
た
り

で
き
て
、と
て
も
嬉
し
か
っ
た
﹂

な
ど
と
感
想
を
話
し
た
。
子
供

た
ち
が
楽
し
み
な
が
ら
さ
ま
ざ

２
年
ぶ
り
に
対
面
で
実
施
し

た
。
お
話
会
は
初
等
部
を
対
象

に
低
学
年
、
中
学
年
、
高
学
年

に
分
か
れ
て
行
い
、
全
学
年
共

通
で
は
紙
人
形
劇
﹁
ど
ろ
ぼ
う

Ｎ
Ｙ
児
童
文
化
の
会

２
年
ぶ
り
お
話
会

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校
で

ま
な
話
と
出
会
え
る
よ
う
趣
向

が
凝
ら
さ
れ
て
お
り
、
あ
っ
と

い
う
間
の
45
分
と
な
っ
た
。
お

話
会
終
了
後
、子
供
た
ち
は﹁
楽

し
か
っ
た
﹂﹁
も
っ
と
お
話
を

聞
か
せ
て
ほ
し
い
﹂
と
話
し
て

マスクデザイン
芸術の秋を堪能

フィラデルフィア日本語補習授業校

い
た
。
児
童
文
化
の
会
は
﹁
対

面
で
お
話
会
が
で
き
て
よ
か
っ

た
。
楽
し
ん
で
く
れ
て
あ
り
が

と
う
﹂
と
コ
メ
ン
ト
し
、
た
く

さ
ん
の
笑
顔
と
拍
手
が
あ
ふ
れ

た
お
話
会
と
な
っ
た
。

　外務省は、3 〜 18 歳までの在留
邦人児童が感染対策をとりながら安
心して学習できるよう、日系団体を
通じて、電子ライブラリー及びオン
ライン教育サービスの学習機会を提
供することを目的とした経費支援事
業を行うこになった。対象となる団
体は、ニューヨーク総領事館管轄地
域内の日本人学校、補習授業校、私
立在外教育施設（日系の団体。「政
府援助」の対象となっていない継承
語として日本語を学習する学校も対
象となる）、及び日本人会、日本商
工会議所。支援期間：令和 4 年 1 月
1 日から 3 月 31 日。支援内容：電
子ライブラリー及びオンライン教育
サービスを在留邦人児童等が利用す
る経費。支援上限額：一人の利用料
金の上限は電子ライブラリー：月額
550 円（税込）。オンライン教育サ
ービス：月額３万円（税込）。入会金、
テキスト代、その他諸経費：１万
6000 円（税込）。
詳細は NY 日本総領事館ホームペー
ジの同項目。
https://www.ny.us.emb-japan.
go.jp/itpr_ja/2021-12-13_digital.
html

海外児童を経済支援

外務省が在外公館通じ

https://www.ny.us.emb-japan.go.jp/itpr_ja/2021-12-13_digital.html
https://www.englishlanguagesuccess.org/
http://www.kodomony.org
http://www.seido.com
http://ze-edu.com
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
︵
返
却
不
可
︶、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
︵
英
文
表
記
も
︶・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
ま
す
︵
入
賞

者
へ
の
副
賞
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
︶。

＊
学
校
学
年
は
作
品
応
募
時
の
も
の
で
す
。

書
の
散
歩
道

週
刊

N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先

　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com

N
Y
土
筆
教
室
小
３

平
木　

結
彩

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
小
４

　

大
墳　

咲
耶

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
小
６

　

福
居　

篤

N
J
州
フ
ォ
ー
ト
リ
ー
高
３

河
野　

葵

院
京
書
道
会
　
一
般

川
口　

英
子　

N
Y
小
山
書
道
教
室
　
大
学
生

松
代　

麗
奈

　

今
年
９
月
に
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
・
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
に
開
校

し
た
新
し
い
か
た
ち
の
日
本

語
補
習
校 A

lto W
eekend 

School 

が
、
12
月
27
日
︵
月
︶

か
ら
29
日
︵
水
︶
ま
で
の
３
日

間
に
か
け
て
ウ
ィ
ン
タ
ー
キ
ャ

ン
プ
を
行
う
。
対
象
年
齢
は
年

長
組
か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
。

１
日
ご
と
に
﹁
日
本
の
伝
統
﹂

﹁
お
祭
り
﹂﹁A

lto

に
眠
る
宝

を
探
せ
﹂
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を

決
め
、
和
菓
子
づ
く
り
や
年
賀

状
作
成
、
光
の
科
学
実
験
な
ど

を
通
し
て
子
ど
も
た
ち
が
楽
し

み
な
が
ら
日
本
語
で
活
動
で
き

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

参
加
申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
トhttps://alto-edu.

com

を
参
照
す
る
。

ウ
ィ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
プ

補
習
校 A

lto

が
開
催

12月27日
から3日間

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
次
期

Ｎ
Ｙ
市
長
は
９
日
、
教
育
者
と

し
て
長
年
の
実
績
が
あ
る
デ
イ

ビ
ッ
ド
・
バ
ン
ク
ス
氏
＝
写
真

＝
を
次
期
同
市
教
育
局
長
に
任

命
す
る
こ
と
を
発
表
し
た
。 

　

同
会
見
は
、
バ
ン
ク
ス
氏
の

母
校
で
あ
る
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の

ク
ラ
ウ
ン
・
ハ
イ
ツ
の
Ｐ
Ｓ

１
６
１
校
で
行
わ
れ
た
。
同
市

で
生
ま
れ
た
バ
ン
ク
ス
氏
は
、

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
と
ク
イ
ー
ン
ズ

で
育
っ
た
。
法
学
部
卒
業
後
は

同
市
法
務
局
に
勤
め
た
が
、
教

育
の
重
要
性
を
感
じ
、
夜
間
学

校
に
通
い
学
校
責
任
者
の
資
格

を
得
た
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
Ｐ
Ｓ

１
９
１
校
で
教
頭
を
務
め
た

後
、
ブ
ロ
ン
ク
ス
・
ス
ク
ー
ル
・

フ
ォ
ー
・
ロ
ー
、
ガ
バ
メ
ン
ト
・

ア
ン
ド
・
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ス
を
創

設
、
２
０
０
３
年
に
は
マ
イ
ケ

ル
・
ブ
ル
ー
ム
バ
ー
グ
元
同
市

長
や
ヒ
ラ
リ
ー
・
ク
リ
ン
ト
ン

氏
の
支
援
を
受
け
、
主
に
ヒ
ス

パ
ニ
ッ
ク
系
や
黒
人
の
学
生
を

対
象
に
し
た
同
市
初
の
男
子
校

イ
ー
グ
ル
・
ア
カ
デ
ミ
ー
を
開

校
し
た
。 

　

バ
ン
ク
ス
氏
の
任
命
は
、
先

月
の
同
市
長
選
勝
利
以
来
、
ア

ダ
ム
ス
次
期
同
市
長
の
人
事
に

関
す
る
初
の
発
表
と
な
っ
た
。

新
年
１
月
１
日
の
就
任
後
、
同

氏
は
、
対
面
授
業
の
再
開
、
多

く
の
学
生
が
自
宅
学
習
で
患
っ

た
ト
ラ
ウ
マ
や
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
疾
患
、
学
校
内
で
の
武
器
所

持
や
安
全
性
問
題
、
ギ
フ
テ
ッ

ド
教
育
の
入
学
試
験
の
方
針
移

行
、
復
興
に
宛
て
ら
れ
た
連
邦

補
助
金
の
振
り
分
け
な
ど
、
多

く
の
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
に

な
る
。

 

Ｎ
Ｙ
市
新
教
育
局
長
に

　

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
バ
ン
ク
ス
氏

本
好
き
に
最
高
の
ギ
フ
ト 

ブ
ッ
ク
プ
レ
ー
ト
に
名
前
を
刻
む 

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
仏
教
会
は
31

日
︵
金
︶
午
後
７
時
か
ら
９
時

ま
で
、
年
末
年
始
の
法
要
の
サ

ー
ビ
ス
﹁
除
夜
会
﹂
を
行
う
。

こ
の
一
年
を
振
り
返
り
、
無
事

に
過
ご
せ
た
事
を
感
謝
し
、
鐘

を
打
ち
な
が
ら
瞑
想
す
る
。
ま

た
、
１
月
１
日
︵
土
︶
午
前
11

時
30
分
か
ら
は
元
旦
の
サ
ー
ビ

ス
﹁
修
正
会
﹂
を
開
催
、
新
し

い
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
平

和
、
健
康
を
願
い
、
法
要
を
行

う
。
会
場
は
ア
ッ
パ
ー
・
ウ
エ

ス
ト
サ
イ
ド
、
リ
バ
ー
サ
イ
ド

ド
ラ
イ
ブ
３
３
１
│
３
３
２
番

地
︵
１
０
５
丁
目
と
１
０
６
丁

目
の
間
︶
に
て
。
参
加
者
は
要

ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
、
定
員

50
人
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
６
７
８
・
０
３
０
５
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル

ny
bc332@

gm
ail.com

ま

で
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.n

ew
y

ork
buddhistchurch.org

　

Ｎ
Ｙ
公
立
図
書
館
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ

Ｌ
︶
は
今
年
の
ホ
リ
デ
ー
シ
ー

ズ
ン
も
、
愛
書
家
に
贈
る
独
自

の
ギ
フ
ト
企
画
を
提
供
し
て
い

る
。 

　

同
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
贈
り
た

い
相
手
の
名
前
と
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
添
え
た
蔵
書
表
︵
ブ
ッ
ク
プ

レ
ー
ト
︶
を
注
文
す
る
と
、
そ

の
蔵
書
表
は
、
同
図
書
館
が
所

蔵
す
る
大
量
の
書
籍
の
１
冊
に

貼
付
さ
れ
る
。
料
金
は
、
同
図

書
館
の
寄
付
金
と
し
て
税
控
除

で
、
通
常
は
１
件
50
ド
ル
か
ら

の
と
こ
ろ
、
期
間
中
は
35
ド
ル

か
ら
と
な
っ
て
い
る
。注
文
後
、

贈
り
相
手
に
は
蔵
書
表
の
コ
ピ

ー
が
届
き
、
同
図
書
館
に
公
式

に
名
前
が
登
録
さ
れ
た
こ
と
が

通
知
さ
れ
る
。
貼
付
す
る
書
籍

は
特
定
で
き
ず
、
ど
の
書
籍
に

貼
付
さ
れ
た
か
も
知
ら
さ
れ
る

こ
と
は
な
い
た
め
、
借
り
た
本

の
蔵
書
表
に
知
り
合
い
の
名
前

を
見
つ
け
た
、
自
分
の
名
前
が

貼
付
さ
れ
た
書
籍
を
借
り
た
な

ど
、
偶
然
、
想
像
を
め
ぐ
る
ギ

フ
ト
と
な
る
。
同
蔵
書
表
は
限

定
２
５
０
枚
の
た
め
、
同
図
書

館
は
早
め
に
注
文
す
る
こ
と
を

す
す
め
て
い
る
。
詳
細
、
注
文

はnypl.org

を
参
照
す
る
。 

Ｎ
Ｙ
仏
教
会
で
年
末
年
始

法
要
サ
ー
ビ
ス
を
開
催

世界からＮＹの今が読める！便利な

「週刊ＮＹ生活ウェブ版」
スマホやタブレットからでも！

生活アンテナＤＸコーナーをご覧下さい！

www.nyseikatsu.com

mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com
mailto:nybc332@gmail.com
mailto:nybc332@gmail.com
mailto:nybc332@gmail.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:nishi-doso-usa@hotmail.com
https://alto-edu.com
https://www.newyorkbuddhistchurch.org
http://starchildny.com
https://www.kokinshodo.com/
http://shidogakuin.com
http://www.betteratmath.com
https://satoricollegeplanning.com/
tel:2014616502
https://japaneseschool.org
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十
一
月
二
十
日
に
サ
ッ
カ
ー

の
決
し
ょ
う
の
試
合
が
あ
り
ま

し
た
。
相
手
は
グ
リ
ー
ン
チ
ー

ム
で
し
た
。
決
し
ょ
う
の
前
に
、

ア
メ
リ
カ
国
歌
を
歌
っ
て
せ
ん

し
ゅ
ぜ
ん
い
ん
の
名
前
が
し
ょ

う
か
い
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後

す
ぐ
決
し
ょ
う
試
合
が
始
ま
り

ま
し
た
。﹁
ぜ
っ
た
い
に
か
つ

ぞ
！
﹂
と
思
っ
て
、
わ
た
し
は

か
つ
じ
し
ん
が
あ
り
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
ミ
ッ
ド
フ
ィ
ー
ル

ド
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
で
し
た
。

私
は
ボ
ー
ル
を
よ
く
見
て
ボ
ー

ル
が
き
た
時
、
強
く
キ
ッ
ク
し

ま
し
た
。
相
手
の
ボ
ー
ル
が
ゴ

ー
ル
に
入
り
そ
う
な
と
き
に
、

わ
た
し
は
そ
の
ボ
ー
ル
を
ク
リ

ア
で
き
ま
し
た
。

　

外
か
ら
﹁
清
桜
、
ま
た
そ
れ

を
や
っ
て
!
﹂
と
い
う
声
が
聞

こ
え
ま
し
た
。
ま
た
ク
リ
ア
し

よ
う
と
し
た
け
ど
、
こ
ん
ど
は

ミ
ス
し
ま
し
た
。
で
も
、
ボ
ー

ル
は
ゴ
ー
ル
に
入
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
の
後
、
わ
た
し
た
ち

の
チ
ー
ム
の
一
番
い
い
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
ハ
ー
ビ
ー
が
ゴ
ー
ル
を

き
め
ま
し
た
。
み
ん
な
が
よ
ろ

こ
ん
で
、
か
ん
声
が
聞
こ
え
ま

し
た
。
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
が
き
ま

し
た
。
長
い
間
、
会
っ
て
い
な

か
っ
た
友
だ
ち
が
わ
た
し
の
試

合
を
見
に
き
て
く
れ
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
と
て
も
う
れ
し
く

て
友
だ
ち
を
だ
き
し
め
ま
し

た
。

　

ハ
ー
フ
タ
イ
ム
の
あ
と
、
ま

た
試
合
が
始
ま
り
ま
し
た
。
わ

た
し
は
一
生
懸
命
走
っ
て
デ
ィ

フ
ェ
ン
ス
し
ま
し
た
。
マ
イ
ク

で
﹁
あ
と
5
分
で
試
合
が
終
わ

り
ま
す
。﹂
と
い
う
ア
ナ
ウ
ン

ス
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
そ
の
時

ス
コ
ア
は
一
対
〇
で
わ
た
し
た

ち
の
チ
ー
ム
が
か
っ
て
い
ま
し

た
。
わ
た
し
た
ち
は
、﹁
か
て

る
か
も
し
れ
な
い
﹂
と
思
っ
て
、

み
ん
な
に
え
顔
が
出
ま
し
た
。

試
合
が
終
わ
り
ま
し
た
。
わ
た

し
た
ち
の
チ
ー
ム
が
ゆ
う
し
ょ

う
し
ま
し
た
。
わ
た
し
た
ち
は

す
ご
く
よ
ろ
こ
ん
で
、
み
ん
な

が
﹁
か
っ
た
！
か
っ
た
！
﹂
と

口
ぐ
ち
に
さ
け
び
ま
し
た
。
そ

し
て
け
っ
し
ょ
う
の
セ
レ
モ
ニ

ー
が
あ
り
ま
し
た
。

　

わ
た
し
た
ち
は
一
人
ず
つ
ト

ロ
フ
ィ
ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。

ホ
ー
ボ
ー
ケ
ン
の
市
長
が
お
い

わ
い
の
言
葉
を
言
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

試
合
の
後
、
チ
ー
ム
の
み
ん

な
で
、
ピ
ザ
を
食
べ
に
行
っ
て

お
い
わ
い
し
ま
し
た
。
み
ん
な

で
﹁
か
っ
た
！
か
っ
た
！
﹂
と

言
っ
て
、
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
歌

を
い
っ
し
ょ
に
歌
い
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン

サ
ッ
カ
ー
に
さ
ん
か
し
て
本
当

に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

な
ぜ
な
ら
、
サ
ッ
カ
ー
も
じ
ょ

う
た
つ
し
た
し
、
パ
ワ
ー
や
強

さ
も
ふ
え
た
し
、
新
し
い
友
だ

ち
も
で
き
た
か
ら
で
す
。
そ
し

て
、
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
が

ん
ば
っ
て
か
つ
事
が
、
ど
ん
な

に
う
れ
し
い
か
が
わ
か
り
ま
し

た
。　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

　
　
　

□　
　

□　
　

□

　

み
な
さ
ん
は
﹁
読
書
﹂
は
好

き
で
す
か
？
毎
日
の
生
活
の
中

で
、
読
書
を
し
て
い
ま
す
か
？

僕
は
、
自
分
が
か
な
り
の
読
書

家
だ
と
自
負
し
て
い
ま
す
。 

　

最

近

は
、Y

ouT
ube

や

SN
S

。
そ
の
中
で
も
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
やT

w
itter

と
い
っ
た

も
の
ば
か
り
で
本
を
読
む
機
会

が
と
て
も
少
な
く
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

読
書
離
れ
と
い
う
も
の
に
な
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。
読
書
は
好
き

だ
け
ど
、
読
書
を
す
る
機
会
が

あ
ま
り
な
か
っ
た
り
、
そ
も
そ

も
本
に
興
味
が
な
か
っ
た
り
と

い
う
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。 

　

し
か
し
、
僕
は
皆
さ
ん
に

強
く
訴
え
た
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
読
書
は
楽
し
い
の
で

す
、
そ
し
て
、
読
書
は
す
ご
い

の
で
す
。
今
か
ら
、
皆
さ
ん
に

SN
S

に
も
劣
ら
な
い
、
読
書

の
素
晴
ら
し
さ
と
い
う
も
の
を

伝
え
て
い
き
ま
す
。 

　

一
つ
目
は
知
識
が
豊
富
に
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
僕
は
中

学
生
に
な
っ
て
﹁
リ
ア
ス
海
岸
﹂

や
﹁
ク
マ
ゼ
ミ
﹂
な
ど
と
い
っ

た
言
葉
を
授
業
な
ど
で
聞
き
ま

し
た
。
そ
の
と
き
、
す
ぐ
に
思

い
ま
し
た
。
自
分
は
こ
の
言
葉

を
知
っ
て
い
る
と
。 

　

そ
れ
ら
の
言
葉
を
本
で
読
ん

だ
こ
と
あ
っ
た
の
で
す
。
さ
ら

に
、
最
近
ア
メ
リ
カ
に
引
っ
越

し
て
き
て
、
漢
字
に
触
れ
る
こ

と
が
少
な
く
な
っ
た
今
で
も
、

授
業
中
や
テ
ス
ト
な
ど
で
漢

字
を
す
ら
す
ら
書
け
る
、
読
め

る
、
と
い
う
こ
と
が
多
く
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
読
書
を
し
て

い
く
中
で
分
か
ら
な
い
言
葉
の

意
味
や
読
み
方
を
辞
書
で
調
べ

た
り
、
母
に
教
え
て
も
ら
っ
た

り
と
い
う
経
験
が
生
か
さ
れ
て

い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
が

付
き
ま
し
た
。 

　

そ
れ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
使
っ
て
、
そ
の
言
葉
を
少
し

調
べ
て
終
わ
り
と
い
う
こ
と
と

は
違
い
ま
す
。
読
書
を
通
じ
て

知
っ
た
言
葉
が
、
さ
ら
に
母
や

辞
書
な
ど
か
ら
＋
α
の
知
識
を

得
て
、
今
ま
で
知
っ
た
知
識
と

結
び
つ
き
、
僕
に
多
く
知
識
と

し
て
根
付
い
て
い
る
の
で
す
。 

　

そ
し
て
、
二
つ
目
は
、
読
書

は
き
っ
か
け
作
り
が
で
き
る
と

い
う
こ
と
で
す
。
本
と
言
っ
て

も
色
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

料
理
の
本
や
ス
ポ
ー
ツ
の
本
と

い
っ
た
た
く
さ
ん
の
種
類
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
本
か
ら
何

か
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
て
、
新

し
い
意
見
を
取
り
込
み
、
自
分

を
変
え
て
い
く
こ
と
も
で
き
ま

す
。
僕
自
身
、
日
本
に
い
た
頃
、

﹁
チ
ー
ム
ふ
た
り
﹂
と
い
う
卓

球
を
す
る
少
年
た
ち
を
描
い
た

本
か
ら
卓
球
の
楽
し
さ
と
技
術

の
多
さ
を
知
り
、
卓
球
部
に
入

る
こ
と
を
決
め
た
と
い
う
経
験

が
あ
り
ま
す
。
他
に
は
、
最
近

よ
く
読
ん
で
い
る
﹁
八
男
っ
て

そ
れ
は
な
い
で
し
ょ
う
！
﹂
と

い
う
異
世
界
系
の
小
説
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
主
人
公
は
自
分
が

今
思
い
描
く
将
来
と
は
違
う
世

界
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
、
非

現
実
的
だ
け
れ
ど
も
そ
ん
な
世

界
を
見
せ
て
く
れ
る
と
い
う
本

だ
け
で
し
か
味
わ
え
な
い
、
本

な
ら
で
は
の
魅
力
と
い
う
も
の

が
滲
み
で
て
い
ま
す
。 

　

三
つ
目
は
実
際
に
あ
る
話
で

す
。
ま
ず
は
本
を
た
く
さ
ん
読

む
こ
と
で
受
験
に
成
功
し
や
す

い
と
い
う
も
の
で
す
。
実
際
の

ネ
バ
ダ
大
学
の
デ
ー
タ
に
よ
る

と
家
に
本
が
多
い
人
の
方
が
、

大
学
へ
の
進
学
率
が
20
％
も
高

い
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
、
知
識
豊
富
と
な
る

と
、
社
会
的
に
高
い
地
位
を
得

や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
、
社

会
人
に
な
っ
て
も
読
書
を
す
る

人
は
有
利
で
す
。
社
会
人
の
40

％
が
読
書
を
辞
め
て
し
ま
い
ま

す
が
、
多
く
続
け
て
い
る
人
が

C
E
O
や
役
職
に
就
く
割
合
が

多
い
そ
う
で
す
。

　

さ
ら
に
、
読
書
し
て
い
る
人

と
し
て
い
な
い
人
で
は
年
収
の

差
が
あ
る
と
い
う
傾
向
が
あ

る
こ
と
や
、
誰
か
と
話
す
き
っ

か
け
を
作
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
架
け
橋
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
、
様
々
な
文
を
読

む
こ
と
に
よ
っ
て
文
章
力
、
多

く
の
主
人
公
と
出
会
う
こ
と
に

よ
っ
て
共
感
力
、
単
語
を
た
く

さ
ん
知
れ
る
こ
と
で
語
彙
力
が

鍛
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
だ
け

で
な
く
、
読
書
に
は
も
っ
と
た

く
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま

す
。 

　

こ
の
三
つ
を
総
じ
て
、
僕
は

読
書
の
大
切
さ
を
主
張
し
ま

す
。
読
書
の
良
さ
、
凄
さ
そ
し

て
、
魅
力
を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
は
で
き
ま
し
た
よ
ね
。

　

今
、
読
書
人
が
減
少
し
、
読

書
離
れ
と
な
っ
て
い
る
な
か
、

皆
さ
ん
に
も
っ
と
読
書
に
親
し

ん
で
も
ら
っ
て
、
楽
し
さ
と
お

も
し
ろ
さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た

い
で
す
。
知
識
も
増
え
、
自
分

に
新
し
い
世
界
を
見
せ
て
く
れ

る
格
別
な
読
書
ラ
イ
フ
を
一
緒

に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　

︵
滞
米
９
か
月
︶

　

 ﹁
僕
の
読
書
ラ
イ
フ
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
村
　
優
真

 ﹁
サ
ッ
カ
ー
の
決
し
ょ
う
試
合
﹂

　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
ン
デ
ー
ス
ク
ー
ル
小
３

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ー
フ
ィ
ッ
ツ 

清
桜 

知
美
亜
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現
地
校
で
は
、
小
学
校
か
ら

い
ろ
い
ろ
な
教
科
を
学
ん
で

い
ま
す
。
特
に
理
科
の
授
業
で

は
、
動
物
、
植
物
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
天
気
、
宇
宙
な
ど
を
習
っ

て
き
ま
し
た
。
ど
れ
も
面
白
か

っ
た
の
で
す
が
、
夢
中
に
な
る

ほ
ど
で
は
な
か
っ
た
で
す
。
今

年
、
八
月
に
七
年
生
に
な
っ
て

理
科
の
化
学
の
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。
化
学
は
、
今
ま
で
習
っ

た
理
科
の
分
野
の
中
で
一
番
興

味
の
あ
る
内
容
で
し
た
。
そ
の

化
学
の
授
業
に
つ
い
て
書
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

最
近
習
っ
た
こ
と
は
周
期
表

の
使
い
方
、
読
み
方
、
色
々
な

物
質
を
混
ぜ
た
り
、
組
み
合
わ

せ
た
り
す
る
と
ど
う
な
る
か
な

ど
の
単
元
で
す
。
周
期
表
は
、

化
学
で
の
物
質
を
全
部
集
め
て

表
に
し
た
も
の
で
す
。
化
学
の

周
期
表
が
作
ら
れ
た
方
法
に
す

ご
く
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
ド

ミ
ト
リ
・
メ
ン
デ
レ
ー
エ
フ
と

い
う
名
前
の
化
学
者
が
こ
れ
を

作
っ
た
そ
う
で
す
。
メ
ン
デ
レ

ー
エ
フ
は
色
々
な
物
質
が
あ
る

と
知
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
全

部
整
理
す
る
方
法
は
無
か
っ
た

こ
と
に
気
づ
き
ま
し
た
。
ま
ず
、

知
っ
て
い
る
物
質
を
先
に
書
い

て
、
原
子
番
号
に
パ
タ
ー
ン
を

見
つ
け
た
そ
う
で
す
。
そ
の
パ

タ
ー
ン
に
沿
っ
て
、
分
か
ら
な

い
物
質
を
当
て
は
め
て
書
き
入

れ
た
そ
う
で
す
。

　

化
学
授
業
の
一
番
好
き
な
と

こ
ろ
は
実
験
で
す
。
特
に
二
つ

の
物
質
が
混
ざ
っ
た
混
合
物
を

与
え
ら
れ
、
そ
れ
に
水
を
加
え
、

ど
の
よ
う
に
反
応
す
る
か
を
観

察
し
ま
す
。
硫
、
塩
、
重
曹
、

洗
ざ
い
、
ク
エ
ン
酸
、
砂
糖
、

な
ど
の
物
質
を
与
え
ら
れ
て
、

同
じ
よ
う
に
反
応
す
る
も
の
を

見
つ
け
、
不
明
な
物
質
は
何
な

の
か
を
当
て
る
実
験
が
面
白
か

っ
た
で
す
。

　

私
は
化
学
と
そ
れ
が
ど
の
よ

う
に
機
能
す
る
か
に
つ
い
て
も

っ
と
学
び
た
い
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
興
味
を
持
っ
た
化
学
を

使
っ
て
将
来
的
に
役
立
た
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。　

　
　
　
　
　
　

︵
米
国
生
ま
れ
︶

 「化学の授業」
　　　　中部テネシー日本語補習校中１　　　

　　　　　　　　　　　　　　アーネット　里香

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）
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マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
コ
ン
ド
ミ
ニ
ア
ム
を
和
空
間
に
改
装

し
て
み
る
。
高
層
ビ
ル
の
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
を
、
木
の
フ

ロ
ー
リ
ン
グ
の
ま
ま
使
い
﹁
た
た
み
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
マ
ッ

ト
﹂
を
施
し
、
窓
を
障
子
に
作
り
直
し
た
和
風
﹁
禅
︵
Ｚ

Ｅ
Ｎ
︶
空
間
。

　

夜
景
を
見
な
が
ら
和
洋
折
衷
の
雰
囲
気
あ
ふ
れ
る
ジ
ャ

ズ
や
ま
た
和
楽
器
の
競
演
、
本
物
を
感
じ
な
が
ら
の
都
会

生
活
は
、
究
極
の
贅
沢
。

 　

こ
こ
で
使
用
し
た
﹁
た
た
み
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
マ
ッ
ト
﹂

と
は
和
紙
を
使
っ
て
近
代
技
術
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
、

床
に
置
く
︵
敷
く
︶
薄
い
タ
イ
プ
の
和
紙
畳
。
見
た
目
は

伝
統
的
な
イ
グ
サ
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
な
い
が
、
こ
の
畳

は
強
化
さ
れ
た
和
紙
が
た
た
み
表
に
使
わ
れ
、
常
識
を
破

る
技
術
に
よ
っ
て
、
通
常
の
イ
グ
サ
よ
り
も
む
し
ろ
、
汚

れ
、
日
焼
け
、
カ
ビ
に
強
く
、
耐
久
性
は
イ
グ
サ
の
３
倍
。

 　

本
物
の
和
紙
を
破
れ
な
い
加
工
︵
強
化
和
紙
︶
し
、

ま
た
防
火
加
工
さ
れ
た
事
に
よ
り
、
紙
に
慣
れ
て
な
い
ア

メ
リ
カ
人
ユ
ー
ザ
ー
で
も
使
用
可
。
和
紙
か
ら
も
れ
る
や

さ
し
い
光
で
、
名
の
通
り
、
心
も
和
ら
ぐ

 　

お
よ
そ
の
費
用
、
コ
ス
ト
は
障
子
6
枚
分
で
、
だ
い

た
い
２
０
０
０
ド
ル
く
ら
い
か
ら
。
洋
室
を
和
室
に
加
工

す
る
工
期
は
3
か
月
か
ら
半
年
。

︵
写
真
提
供
・
プ
レ
シ
ャ
ス
ピ
ー
ス
︶

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
和
洋
折
衷

都
会
生
活
で
味
わ
う
究
極
の
贅
沢

　

ア
メ
リ
カ
生
活
の
経
験
の
あ

る
方
に
は
ご
存
知
の
方
も
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
日
本
と
異
な

る
用
語
と
分
類
を
改
め
て
簡
単

に
ご
説
明
し
ま
す
。

　

大
き
く
分
け
て
２
通
り
の
分

類
が
あ
り
、
一
つ
は
所
有
形
態

に
よ
る
分
類
、
他
方
は
建
物
の

形
状
に
よ
る
分
類
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
所
有
形
態
で
は
、
大

き
く
分
け
て
個
人
所
有
か
多
世

帯
所
有
︵
こ
こ
で
は
ア
パ
ー
ト

と
呼
ば
せ
て
も
ら
い
ま
す
︶
に

分
か
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
所
有

形
態
は
、
建
物
の
形
状
に
は
直

接
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
所

有
で
は
、
１
軒
家
、
コ
ン
ド
ミ

ニ
ア
ム
︵
個
人
分
割
所
有
の
総

称
︶
、
２
世
帯
住
宅
な
ど
に
分

か
れ
ま
す
が
、
こ
の
コ
ン
ド
と

い
う
言
葉
は
、
日
本
で
の
認
識

と
異
な
り
ま
す
。
通
常
日
本
で

コ
ン
ド
と
い
え
ば
分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン
を
意
味
し
て
、
高
層
な
ど

の
ビ
ル
形
状
の
建
物
を
指
し
ま

す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
個
別
の

玄
関
を
持
つ
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
や

ア
パ
ー
ト
と
変
わ
り
な
い
形
状

の
建
物
も
、
個
人
が
分
割
し
て

ユ
ニ
ッ
ト
を
そ
れ
ぞ
れ
ユ
ニ
ッ

ト
所
有
す
れ
ば
全
て
コ
ン
ド
に

な
り
ま
す
。
ア
パ
ー
ト
も
同
様

に
建
物
が
高
層
ビ
ル
や
タ
ウ
ン

ハ
ウ
ス
な
ど
い
か
な
る
形
状
で

あ
っ
て
も
同
一
の
オ
ー
ナ
ー
が

賃
貸
だ
け
を
オ
ペ
レ
ー
ト
し
て

シ
ャ
ル
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
︶
に
区

別
さ
れ
ま
す
。
日
本
流
の
マ
ン

シ
ョ
ン
は
こ
の
中
で
も
高
層
ビ

ル
だ
け
を
指
す
言
葉
に
な
っ
て

い
る
感
が
あ
り
ま
す
。
木
造
の

骨
格
を
持
つ
集
合
住
宅
は
、
タ

ウ
ン
ハ
ウ
ス
、
２
世
帯
住
宅
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
圧
倒
的
に
数

が
多
い
の
は
１
軒
家
で
す
。
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
や
都
市
部
の
一
部

を
除
き
、
ア
メ
リ
カ
の
大
半
の

住
居
は
１
軒
家
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
す
べ

て
の
賃
貸
に
つ
い
て
、
い
ず

れ
の
エ
リ
ア
で
も
夏
過
ぎ
か

ら
、
一
気
に
価
格
が
上
昇
し
て

お
り
ま
す
。
か
つ
て
な
い
ほ
ど

の
貸
し
手
市
場
と
な
っ
て
お

り
、
現
在
は
賃
貸
物
件
量
が
非

常
に
少
な
く
、
私
ど
も
も
物
件

の
確
保
に
非
常
に
苦
労
し
て
い

る
状
態
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
低

迷
し
て
い
た
売
買
、
賃
貸
が
夏

以
降
の
回
復
基
調
に
一
気
に
需

要
数
が
増
え
た
こ
と
が
一
因
で

す
。
し
か
し
ま
た
今
回
オ
ミ
ク

ロ
ン
株
の
発
生
に
伴
い
、
先
行

き
の
不
透
明
感
が
ま
た
ま
た
想

起
さ
れ
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
物

価
指
数
が
１
０
０
を
切
る
こ
と

な
く
、
い
つ
で
も
右
上
が
り
の

成
長
︵
イ
ン
フ
レ
︶
を
続
け
て

お
り
ま
す
。
強
気
の
経
済
政
策

を
執
る
宿
命
の
あ
る
ア
メ
リ
カ

で
は
、
賃
貸
価
格
の
上
昇
は
避

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
頭
の
痛
い
状

況
が
し
ば
ら
く
続
く
と
思
い
ま

す
。︵
上
野
雅
章
／
リ
ロ
リ
ダ

ッ
ク
・
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
オ

フ
ィ
ス
︶

賃
貸
に
関
す
る
基
礎
知
識
と
今
後
の
情
勢

い
れ
ば
、
ア
パ
ー
ト
で
す
。

　

多
少
重
複
し
ま
す
が
、
建
物

の
形
状
に
よ
る
分
類
で
は
、
ま

ず
マ
ン
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
の

イ
メ
ー
ジ
を
捨
て
て
い
た
だ

き
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
建
物

は
、
そ
の
高
さ
に
よ
り
高
層
、

中
層
、
低
層
ビ
ル
︵
レ
ジ
デ
ン

問い合わせは Ｅメール info@precious-piece.com　www.hiroodaira.com 小平さん　
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！ 

早
い
も

の
で
も
う
師
走
で
す
ね
。
今
年

も
結
局
、
ほ
ぼ
何
も
し
た
い
こ

と
が
出
来
ず
に
終
わ
っ
て
し
ま

う
な
あ
、
と
後
向
き
な
こ
と
を

愚
痴
っ
て
い
る
筆
者
で
す
が
、

た
だ
ア
メ
リ
カ
に
戻
る
機
会
や

ル
ー
ト
66
を
旅
す
る
こ
と
が
出

来
な
か
っ
た
こ
と
で
生
産
性
の

な
か
っ
た
１
年
と
勝
手
に
位
置

付
け
て
い
ま
す
︵
涙
︶
。
皆
さ

ん
に
と
っ
て
の
２
０
２
１
年
は

い
か
が
で
し
た
か
？ 

先
月
は

﹁
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
も
改
善
状
態

に
﹂
と
意
気
揚
々
と
し
ま
し
た

が
、
や
っ
ぱ
り
？
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
の
新
種
が
誕
生
し
、
ま
た

ま
た
世
間
は
先
行
き
不
透
明
に

な
り
ま
し
た
。
現
段
階
で
は
重

症
化
す
る
傾
向
が
あ
ま
り
見
ら

れ
な
い
の
が
唯
一
の
朗
報
で
し

ょ
う
か
。
更
な
る
ワ
ク
チ
ン
接

種
や
経
口
薬
の
開
発
等
で
少
し

ず
つ
元
の
世
界
に
早
く
戻
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
の
﹁
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ

旧
国
道
ル
ー
ト
66
﹂
シ
ー
ズ
ン

④
第
８
回
目
は
、
﹁
２
０
２
２

年
は
ぜ
っ
た
い
旅
に
出
る
ぞ

っ
！
﹂
と
の
決
意
表
明
の
如
く
、

来
年
行
わ
れ
る
︵
で
あ
ろ
う
︶

イ
ベ
ン
ト
を
い
く
つ
か
独
断
と

偏
見
で
ご
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
で
す
が
、
ご
紹
介
す
る

に
は
﹁
定
期
的
に
行
わ
れ
る
﹂

と
い
う
必
要
が
あ
る
だ
け
に
、

す
で
に
こ
の
コ
ラ
ム
で
取
り
上

げ
た
こ
と
も
あ
る
イ
ベ
ン
ト
も

含
み
ま
す
が
、
リ
マ
イ
ン
ダ
ー

と
い
う
意
味
で
興
味
の
あ
る
も

の
は
是
非
ご
自
身
で
も
ネ
ッ
ト

検
索
し
て
、
そ
れ
を
目
指
し
た

旅
行
案
作
り
を
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

で
は
早
速
始
め
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
ル
ー
ト
66
と
い
う
こ
と

で
車
関
係
の
話
題
か
ら
。
過

去
２
年
に
渡
っ
て
涙
を
の
ん

だ
﹁A

rizon
a R

ou
te 66 

Fun R
un

﹂
は
来
年
も
も
ち

ろ
ん
、
４
月
29
日
か
ら
３
日
間

で
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
４
月

に
な
る
と
少
し
ず
つ
動
き
始
め

る
ル
ー
ト
66
の
観
光
ビ
ジ
ネ
ス

も
、
ま
ず
は
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で

本
格
化
す
る
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
伝
説
の
エ

ン
ジ
ェ
ル
さ
ん
が
経
営
す
る
お

土
産
屋
さ
ん
の
あ
る
セ
リ
グ
マ

ン
か
ら
、
キ
ン
グ
マ
ン
を
越
え

て
最
終
目
的
地
ト
ポ
ッ
ク
ま
で

の
道
の
り
を
参
加
者
が
思
い
思

い
の
車
や
バ
イ
ク
で
走
り
ま

す
。
ル
ー
ト
66
を
経
験
す
る
に

は
持
っ
て
こ
い
の
入
門
イ
ベ
ン

ト
で
す
。
そ
の
他
大
き
な
と

こ
ろ
で
は
、
同
州
ウ
ィ
リ
ア

ム
ズ
で
６
月
に
開
催
さ
れ
る

﹁H
istoric C

ar, T
ruck &

 
M

otorcycle Show

﹂、

８

月
ミ
ズ
ー
リ
州
ス
プ
リ
ン
グ

フ
ィ
ー
ル
ド
で
開
催
予
定
の

﹁R
oute 66 C

ar Show

﹂
、

同
じ
く
ミ
ズ
ー
リ
州
の
名
所 

G
ay Parita Station 

で
最

近
始
ま
っ
た C

ar Show
 

等
、

車
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
は
一
年

を
通
し
て
大
小
様
々
に
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

読
者
の
皆
さ
ん
に
も
す
で
に

御
馴
染
み
の
、
ル
ー
ト
66
の
生

誕
を
記
念
し
て
毎
年
ミ
ズ
ー
リ

州
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド

で
開
催
さ
れ
る
﹁B

irthplace 

of R
oute 66 Festival

﹂
や
、

イ
リ
ノ
イ
州
の
同
名
の
街
ス

プ
リ
ン
グ
フ
ィ
ー
ル
ド
で
開

催

さ

れ

る
﹁International 

R
oute 66 M

other R
oad 

Festival

﹂
で
も
ク
ラ
シ
ッ
ク

カ
ー
は
街
中
に
溢
れ
ま
す
。
要

は
ル
ー
ト
66
の
イ
ベ
ン
ト
と
車

は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に

あ
る
と
言
っ
て
良
い
で
し
ょ
う

ね
。
車
や
バ
イ
ク
が
好
き
な

方
々
に
は
ア
メ
リ
カ
中
で
も
ず

ば
抜
け
た
楽
し
い
経
験
が
で
き

る
イ
ベ
ン
ト
と
思
い
ま
す

。

　

次
は
食
関
係
に
い
っ
て
み
ま

し
ょ
う
…
と
言
い
た
い
の
で
す

が
、
ル
ー
ト
66
上
で
は
残
念
な

が
ら
フ
ー
ド
に
ま
つ
わ
る
イ
ベ

ン
ト
は
あ
ま
り
存
在
し
な
い
の

が
現
状
で
す
。
日
本
で
あ
れ

ば
、
デ
パ
ー
ト
で
頻
繁
に
行
わ

れ
る
地
方
の
食
品
物
産
展
や
、

野
外
で
も
フ
ー
ド
を
全
面
に
押

し
出
し
た
イ
ベ
ン
ト
が
多
い
の

で
す
が
、
考
え
方
や
習
慣
の
違

い
か
ら
か
、
ア
メ
リ
カ
人
は
一

部
の
都
会
を
除
い
て
あ
ま
り
新

し
い
も
の
に
手
を
出
し
ま
せ

ん
。
食
文
化
の
上
で
は
一
層
保

守
的
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

な
の
で
、
毎
年
10
月
に
な
る
と

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
タ
ル
サ
や
、
ア

リ
ゾ
ナ
州
キ
ン
グ
マ
ン
で
は
オ

ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ
ス
ト
の
よ
う

な
ビ
ー
ル
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま

す
が
、
多
く
の
ル
ー
ト
66
愛
好

者
が
認
知
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

と
言
え
ば
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
州

エ
ル
リ
ノ
の
﹁B

urger D
ay 

Festival

﹂
で
す
。
そ
う
で
す
、

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
の
お
祭
で
す
！

こ
れ
は
１
９
０
０
年
代
初
頭
か

ら
同
街
で
毎
日
調
理
さ
れ
て
い

た
フ
ラ
イ
ド
オ
ニ
オ
ン
・
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
に
敬
意
を
表
し
て
開

催
さ
れ
る
も
の
で
、
ダ
ウ
ン
タ

ウ
ン
の
ル
ー
ト
66
に
あ
る
﹁
ハ

ン
バ
ー
ガ
ー
・
イ
ン
﹂
を
経
営

し
て
い
た
ロ
ス
・
デ
イ
ビ
ス
氏

が
１
９
２
０
年
代
の
大
恐
慌
時

に
考
案
し
た
﹁
窮
乏
の
日
々
の

中
で
培
わ
れ
た
も
の
﹂
な
の
で

す
。
玉
ね
ぎ
を
入
れ
る
だ
け
で

あ
ん
な
に
美
味
し
く
な
る
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
は
偉
大
で
す
ね
。
オ

ク
ラ
ホ
マ
・
シ
テ
ィ
か
ら
さ
ほ

ど
遠
く
な
い
エ
ル
リ
ノ
の
街
で

す
が
、
モ
ー
テ
ル
や
ダ
イ
ナ
ー

の
跡
が
多
く
残
っ
て
い
る
割
に

知
名
度
は
イ
マ
イ
チ
低
い
の
が

現
状
。
で
す
が
、
街
の
姿
は
ト

ム
・
ク
ル
ー
ズ
と
ダ
ス
テ
ィ
ン
・

ホ
フ
マ
ン
の
共
演
で
一
世
を
風

靡
し
た
名
映
画﹁
レ
イ
ン
マ
ン
﹂

で
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
よ
。

　

お
っ
と
、
そ
ん
な
こ
と
を
書

く
う
ち
に
紙
面
に
限
り
が
出
て

き
ま
し
た
ね
。
で
は
音
楽
関
係

か
ら
も
一
つ
だ
け
。
イ
リ
ノ
イ

州
シ
カ
ゴ
は
大
都
市
な
の
で
毎

年
ジ
ャ
ズ
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

や
ブ
ル
ー
ス
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は

ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
ト
ゥ
ク

ム
キ
ャ
リ
で
夏
に
行
わ
れ
る

﹁R
ockin’ R

oute 66

﹂
を
ご

紹
介
し
て
お
き
ま
す
。
以
前
は

ロ
カ
ビ
リ
ー
を
中
心
に
多
く
の

バ
ン
ド
が
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
で

し
た
が
、
近
年
は
﹁R

ockin’

﹂

と
変
え
て
ロ
ッ
ク
系
に
な
り
ま

し
た
。
あ
の
有
名
な
ブ
ル
ー
ス

ワ
ロ
ー
・
モ
ー
テ
ル
や
、T

ee 
Pee C

urios 

土
産
店
を
擁
す

る
州
西
部
の
ル
ー
ト
66
拠
点
に

毎
年
多
く
の
参
加
者
が
街
の

中
心
に
あ
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー
に
集
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
は
６
月
の
予
定
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
細
は

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
よ
う
で

す
。

　

最
後
に
２
０
２
２
年
の
目
玉

に
な
る
で
あ
ろ
う
、
あ
の
Ａ
Ａ

Ａ︵
全
米
自
動
車
連
盟
︶が
ル
ー

ト
66
と
手
を
組
ん
で
開
催
す
る

﹁R
ou

te 66 R
oad F

est

﹂

を
紹
介
し
ま
す
。
６
月
に
オ
ク

ラ
ホ
マ
シ
テ
ィ
と
タ
ル
サ
の
２

か
所
で
そ
れ
ぞ
れ
週
末
を
利

用
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
は
両
者
初
め
て
の
タ
ッ
グ

で
、
２
０
２
６
年
に
迎
え
る

ル
ー
ト
66
生
誕
１
０
０
周
年
へ

向
け
て
の
新
た
な
一
歩
を
刻
む

イ
ベ
ン
ト
に
な
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
名
で
検
索

し
て
是
非
そ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。
私
？
も
ち
ろ
ん
、
必
ず
行

き
ま
す
よ
！ 

そ
れ
で
は
ま
た

来
月
お
目
に
か
か
り
ま
す
！

︵
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
︶

さ
あ
行
こ
う
！ 
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
﹁
ル
ー
ト
66
﹂

そ
の
８

：

２
０
２
２
年
は
こ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た
い
！

 第 426 回

　

京
都
東
山
に
は
多
く
の
日
本

庭
園
が
あ
り
ま
す
が
、
通
常
は

非
公
開
の
と
こ
ろ
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
先
日
、
京
都
国
立

博
物
館
の
支
援
団
体
で
あ
る
清

風
会
の
企
画
で
、
北
村
美
術
館

に
隣
接
す
る
﹁
四
君
子
苑
︵
し

く
ん
し
え
ん
︶﹂
と
呼
ば
れ
る

茶
苑
・
茶
室
︵
北
村
旧
邸
︶
を

見
学
す
る
機
会
を
得
ま
し
た
。

同
館
は
、
鴨
川
に
近
く
、
頼
山

陽
が
﹁
山
紫
水
明
処
﹂
と
讃
え

た
京
都
き
っ
て
の
景
勝
の
地
に

あ
り
ま
す
。

　

北
村
美
術
館
は
、
奈
良
県
吉

野
地
方
で
代
々
林
業
を
営
む

実
業
家
で
、
茶
人
で
も
あ
っ

た
北
村
謹
次
郎
︵
１
９
０
４
〜

１
９
９
１
︶
の
収
集
品
を
保
存

す
る
た
め
に
１
９
７
５
年
に
財

団
法
人
北
村
文
華
財
団
が
設
立

さ
れ
、
77
年
に
美
術
館
が
開
館

し
ま
し
た
。
所
蔵
品
に
は
傑
出

し
た
茶
人
で
あ
っ
た
北
村
の
眼

で
選
ば
れ
た
絵
画
、
古
筆
が
多

く
、
所
蔵
品
は
約
１
０
０
０
点
、

国
の
重
要
文
化
財
34
件
︵
う
ち

3
件
は
庭
園
内
に
あ
る
石
燈
籠

2
件
、
宝
篋
印
塔
1
件
︶
を
含

み
ま
す
。

　

﹁
四
君
子
苑
﹂
は
、
東
山
の

緑
を
借
景
に
し
た
昭
和
数
寄
屋

の
傑
作
で
、
春
と
秋
の
一
定
期

間
の
み
一
般
公
開
さ
れ
、
今
回

私
も
初
め
て
見
学
し
ま
し
た
。

四
君
子
苑
の
名
前
の
由
来
は
、

菊
の
高
貴
、
竹
の
剛
直
、
梅
の

清
洌
、
蘭
の
芳
香
を
四
君
子
と

中
国
で
讃
え
る
風
習
が
あ
り
、

そ
の
菊
、
竹
、
梅
︵
む
め
︶、

蘭
の
頭
の
文
字
が
﹁
き
た
む
ら
﹂

と
読
め
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
品

格
風
格
に
あ
や
か
る
こ
と
を
祈

っ
て
、
北
村
謹
次
郎
が
命
名
し

た
も
の
で
す
。

　

数
寄
屋
造
り
の
建
物
は
、
京

数
寄
屋
の
名
棟
梁
と
謳
わ
れ

た
北
村
捨
次
郎
の
晩
年
の
作

品
で
、
１
９
４
０
年
に
着
工
し

44
年
に
完
成
し
ま
し
た
。
ま

た
、
戦
後
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
接
収
・
改

築
さ
れ
、
元
の
姿
を
留
め
な
い

も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
母
屋

は
、
１
９
６
３
年
に
近
代
数
寄

屋
建
築
の
泰
斗
・
吉
田
五
十
八

に
よ
り
近
代
数
寄
屋
建
築
に
建

替
え
ら
れ
ま
し
た
。
現
在
、﹁
表

門
﹂、﹁
玄
関
・
寄
付
︵
よ
り
つ

き
︶﹂、﹁
渡
廊
下
・
外
腰
掛
﹂、﹁
離

れ
茶
席
﹂、﹁
主
屋
﹂
が
国
の
登

録
有
形
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
四
君
子
苑
は
﹁
石

造
物
の
宝
庫
﹂
と
し
て
も
知
ら

れ
、
玄
関
式
台
前
の
九
條
家
の

御
駕
籠
石
を
は
じ
め
、
多
種
多

彩
な
石
造
美
術
品
が
約
60
点
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
年
8
月

16
日
、
北
村
は
、
大
文
字
の
送

り
火
に
あ
わ
せ
て
茶
会
を
催
し

ま
し
た
が
、
そ
れ
は
政
令
を
送

る
た
め
だ
け
で
は
な
く
、
石
の

供
養
の
た
め
で
も
あ
っ
た
よ
う

で
す
。

　

四
君
子
苑
の
茶
室
は
、
鴨
川

を
隔
て
て
大
文
字
を
正
面
に
望

む
広
間
﹁
看
大
﹂
と
、“

昭
和

の
電
力
王”

こ
と
松
永
耳
庵
が

命
名
し
た
小
間
﹁
珍
散
蓮
︵
ち

ん
ち
り
れ
ん
；
長
唄
﹁
娘
道
成

寺
﹂
の
三
味
線
の
聴
か
せ
ど
こ

ろ
﹁
チ
ン
チ
リ
レ
ン
﹂
か
ら

と
ら
れ
た
も
の
︶﹂
が
あ
り
ま

す
。
今
回
、
北
村
美
術
館
の
御

配
慮
で
、
２
０
１
９
年
10
〜
11

月
に
京
都
国
立
博
物
館
で
開
催

し
た
特
別
展
﹁
流
転
１
０
０
年 

佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
と
王
朝

の
美
﹂
で
も
出
展
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
重
要
文
化
財
﹁
紙
本

著
色
藤
原
仲
文
像
﹂︵
佐
竹
本

三
十
六
歌
仙
切
︶
を
﹁
看
大
﹂

の
床
の
間
に
展
示
し
て
い
た
だ

き
、
当
時
の
お
茶
会
の
雰
囲
気

を
堪
能
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。︵
文
・
栗
原
祐
司 

京
都
国

立
博
物
館
副
館
長
︶

四君子苑
京都東山北村旧邸

http://www.at-newyork.com/
tel:2122136069
tel:7182684956
http://op-ed.jp
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週刊NY生活 の広告をぜひご活用下さい ! !
それぞれの広告から、広告主のウェブサイト（ウェブサイトがない場合は広告に記載されている連絡先）にリンクが貼られていますので、

ワンクリックでより詳細な情報をゲットでき、大変便利です！

www.nyseikatsu.com

NYコミュニティに参加して、楽しいアクティブアダルトライフを！
　

﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
を
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
生
活
プ
レ
ス
社
が
窓
口
と
な
っ
て
昨
年

末
に
立
ち
上
げ
た
、
日
本
帰
国
支
援
サ
ー
ビ

ス
﹁FU

RU
SA

T
O

 PRO
JECT

﹂
の 

Ｎ
Ｙ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
す
が
、
お
陰
様
で
こ
の
７

か
月
で
60
名
以
上
が
参
加
頂
け
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ

ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
﹂
を
テ
ー
マ
と
し
、
こ
れ

か
ら
の
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
く
の
か
。
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
た

り
、
悩
ん
で
い
る
方
々
に
対
し
て
、﹁
お
金
・

健
康
・
生
活
・
人
間
関
係
﹂
の
4
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
し
て
、
一
緒
に
悩
み
を
解
決
し
て
い

く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
セ
ミ
ナ

ー
を
毎
月
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
考
え
る
﹁
ア
ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル

ト
ラ
イ
フ
﹂
は
、﹁
自
分
の
強
み
を
活
か
し
て

社
会
に
貢
献
す
る
エ
ル
ダ
ー
﹂
と
定
義
し
て

い
ま
す
。
日
本
へ
帰
国
し
た
後
、
皆
さ
ん
の

こ
れ
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
強
み
を
活
か
し

て
、
日
本
を
、
そ
し
て
日
本
の
若
者
を
一
緒

に
元
気
に
し
た
い
! !
そ
う
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
世
界
が
一
変
し
ま
し
た
。

い
つ
何
が
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
と
実
感
し

た
か
ら
こ
そ
、
今
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
主
体
的
に
生
き
て
い
く
こ

と
が
大
切
だ
と
教
え
て
く
れ
て
い

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
一
緒
に
ア

ク
テ
ィ
ブ
ア
ダ
ル
ト
ラ
イ
フ
を
築

き
、
人
生
よ
り
幸
せ
に
歩
ん
で
い

き
ま
せ
ん
か
？

　

次
の
よ
う
な
悩
み
を
お
持
ち
の

方
は
、
是
非
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
ご
参
加
下
さ
い
。
ま
た
、
将
来

の
参
考
に
し
た
い
と
い
う
現
役
世

代
の
方
の
参
加
も
歓
迎
し
ま
す
。

☑
日
本
へ
の
帰
国
を
考
え
て
い

て
、
何
か
ら
始
め
て
良
い
か
分
か

ら
な
い
。

☑
日
本
へ
帰
国
を
考
え
て
い
る

け
ど
、
日
本
の
情
報
が
分
か
ら
な

い
。

☑
ア
メ
リ
カ
の
老
後
に
漠
然
と

し
た
不
安
を
抱
え
て
い
る
。

☑
身
寄
り
が
少
な
く
、
同
じ
よ
う
な
境
遇
の

方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
た
い
。

☑
日
本
帰
国
を
考
え
て
い
る
け
ど
誰
に
相
談

し
て
良
い
か
分
か
ら
な
い
。

　

FU
RU

SA
T

O
 PRO

JECT

の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
が
、
あ
な
た
に
と
っ
て
抱
え
て
い

る
悩
み
の
解
決
に
繋
が
る
一
歩
を
踏
み
出
せ

る
と
思
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
今
後
も
さ
ら
に

特
典
を
充
実
し
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て

良
い
も
の
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。 

ご
友
人
等
で
お
困
り
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
ら
、
是
非
こ
の
Ｎ
Ｙ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
！

　

有
料
・
無
料
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
共
に
、
会

員
へ
の
加
入
は　

Ｎ
Ｙ
事
務
局
窓
口
担
当　

久

松

茂
︵hisam

atsu@
nyseikatsu.com

︶

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
お
申
し
込
み
の

際
は
、
参
加
希
望
者
の
フ
ル
ネ
ー
ム
︵
日
本

語
表
記
・
英
語
表
記
共
に
︶、
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
、
電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、
有
料
・
無

料
ど
ち
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
ご
参
加
希
望

か
も
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

日本帰国支援サービス「FURUSATO PROJECT」

無料NYコミュニティ参加の特典

有料NYコミュニティ会員の特典

【ワークショップ・アクティブアダルトライフ～日本帰国を考える7回シリーズ～第2弾】（無料）

・日本の情報などこれからの老後生活に有益な情報
がメルマガで得られる

・オンラインのワークショップ等のセミナー案内が
優先的に届く

・ワークショップに参加できなかった方は、セミ
ナー動画の閲覧が可能

・お悩みに対して相談窓口が対応

・ニューヨークでの現地情報

・オンラインでの健康コンサルティングの料金特別
割引

無料会員の特典をさらにパワーアップし、有料会員
限定の特典をご提供します。

・LINEグループのオンラインコミュニティ（有料会員
の方同士でオンライン・オフラインで繋がれる）

・有料会員向けメルマガ（月1回の有料会員限定の
日本帰国に関する有益情報）

・セミナー優先案内と優先申込（事務局が主催する
セミナーを先行案内）

・有料会員限定イベント（今後一時帰国プランや住
まい探しイベントなどを企画予定）

・FURUSATO PROJECTサービスを特別価格にてご
提案

・少人数制イベントへの参加費は無料（一般参加は
2000円）

・上記に加え、無料コミュニティの特典も全て受け
られます

＜有料コミュニティ会費＞　月1,650円（税込）

NY コミュニティに登録すると、全 7 回シリーズのオンラインワークショップなどのイベントに参加できます。

◆  7  月：第 1 回 一緒に考える。〜現在のコロナ禍におけるこれからの人生の歩み方〜 （終了）
◆  8  月：第 2 回 アメリカにお住まいの方々が抱えている困り事や心配事〜今から取り組むアクティブ終活〜（終了）
◆  9  月：第 3 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【お金編】〜日本での生活がどれだけお金がかかるのか〜 （終了）
◆ 10 月：第 4 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【健康編】〜人生 100 年時代を生き抜く最先端の健康法〜 （終了）
◆ 11 月：第 5 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【生活編】〜日本帰国後の住まいの選択肢に新たなご提案〜 （終了）
◆ 12 月：第 6 回 これからのアクティブアダルトの日米比較【人間関係編】〜日本帰国後のあなた×地域×社会参加・貢献〜 （終了）
◆ 2022 年 1 月：第 7 回 日本に一時帰国の際に行うべきこと〜アクティブアダルトライフ あなた×タイミング×地域×人〜

FURUSATO PROJECT NY 事務局窓口担当／週刊 NY 生活　業務責任者・社長　　久松　茂　(hisamatsu@nyseikatsu.com)

http://www.nyseikatsu.com
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com%EF%B8%B6
mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://america-keitai.com/
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https://sfc.jp/ie/kikoku/



